
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】眼用レンズを生成し梱包する過程で成形型を製

品包装用として利用する技術を提供する。

【解決手段】プレポリマー反応混合物で形成され、装置

を形作るのに使用する型部分内に梱包される、眼用レン

ズのような生医学装置を処理する方法とシステムを含み

、成形型の保留域に充填溶液を投入し、保留域にシール

を付与し、それにより眼用レンズおよび充填溶液を型部

分の保留域内に封入するステップを含む方法およびシス

テムにより解決する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 眼 用 レ ン ズ の 形 成 方 法 に お い て 、
　 プ レ ポ リ マ ー を 含 む あ る 量 の 反 応 混 合 物 を 、 第 １ の 型 部 分 の 収 容 領 域 に 投 入 す る ス テ ッ
プ で あ っ て 、 前 記 第 １ の 型 部 分 は 、 レ ン ズ 形 成 面 、 お よ び 保 留 域 を 備 え る 、 ス テ ッ プ と 、
　 第 ２ の 型 部 分 を 前 記 第 １ の 型 部 分 に 連 結 し 、 前 記 第 １ の 型 部 分 と 第 ２ の 型 部 分 と の 間 に
形 成 さ れ る 空 洞 内 で 前 記 プ レ ポ リ マ ー を 所 望 の 形 の 前 記 眼 用 レ ン ズ に す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 プ レ ポ リ マ ー を 硬 化 し て 前 記 眼 用 レ ン ズ を 形 作 る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 眼 用 レ ン ズ が 前 記 第 １ の 型 部 分 に 残 存 す る よ う に 前 記 第 １ の 型 部 分 を 前 記 第 ２ の 型
部 分 か ら 分 離 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の 型 部 分 の 前 記 保 留 域 に 、 あ る 量 の 充 填 溶 液 を 投 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 保 留 域 に わ た っ て シ ー ル を 付 与 し 、 そ れ に よ り 前 記 眼 用 レ ン ズ お よ び 前 記 充 填 溶 液
を 前 記 第 １ の 型 部 分 の 前 記 保 留 域 内 に 封 入 す る 、 ス テ ッ プ と 、
　 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 プ レ ポ リ マ ー は 、 約 ２ 未 満 の 多 分 散 性 を 備 え た 約 ２ ５ ， ０ ０ ０ の ピ ー ク 分 子 量 か ら
、 約 ３ ． ８ 未 満 の 多 分 散 性 を 備 え た 約 １ ０ ０ ， ０ ０ ０ の ピ ー ク 分 子 量 ま で 、 を 有 す る ポ リ
Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 プ レ ポ リ マ ー を 投 入 す る 前 記 ス テ ッ プ は 、 所 定 の 投 入 量 の プ ラ ス マ イ ナ ス ２ ミ リ グ
ラ ム の 精 密 許 容 度 で 投 入 す る ス テ ッ プ を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 所 定 の 投 入 量 は 、 約 ３ ０ ミ リ グ ラ ム で あ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 型 部 分 お よ び 前 記 第 ２ の 型 部 分 の 少 な く と も 一 つ は 、 ポ リ オ レ フ ィ ン を 含 む
材 料 か ら 形 作 ら れ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 眼 用 レ ン ズ お よ び 前 記 充 填 溶 液 に 、 前 記 レ ン ズ お よ び 前 記 充 填 溶 液 を 殺 菌 で き る あ
る 量 の 熱 を 与 え る ス テ ッ プ 、
　 を さ ら に 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 型 部 分 は 、 前 記 眼 用 レ ン ズ お よ び 前 記 充 填 溶 液 の 殺 菌 に 有 効 な あ る 量 の 熱 の
付 与 に 耐 え る こ と の で き る 材 料 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 型 部 分 お よ び 前 記 第 ２ の 型 部 分 の 少 な く と も 一 つ は 、 前 記 プ レ ポ リ マ ー を 硬
化 さ せ る た め に 十 分 な 光 エ ネ ル ギ ー を 透 過 可 能 な 領 域 を 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 プ レ ポ リ マ ー を 硬 化 す る 前 記 十 分 な 光 は 、 約 ３ ５ ０ ～ ６ ０ ０ ナ ノ メ ー ト ル の 間 の 周
波 数 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 ２ の 型 部 分 は 、 複 数 の 眼 用 レ ン ズ の 成 型 が 可 能 な 再 利 用 可 能 な 型 部 分 を 備 え る 、
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方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 ２ の 型 部 分 は 、 金 属 材 料 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 眼 用 レ ン ズ は 、 シ リ コ ン ヒ ド ロ ゲ ル コ ン タ ク ト レ ン ズ を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 型 部 分 お よ び 前 記 第 ２ の 型 部 分 の 少 な く と も 一 つ は 、 前 記 形 成 さ れ た 眼 用 レ
ン ズ を 殺 菌 す る の に 十 分 な 光 エ ネ ル ギ ー を 透 過 で き る 領 域 を 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 保 留 域 に わ た る 前 記 シ ー ル は 、 金 属 薄 片 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 眼 用 レ ン ズ が 熱 の 付 与 に よ り 付 着 し た 前 記 型 部 分 に 、 前 記 金 属 薄 片 を 付 着 さ せ る ス
テ ッ プ 、
　 を さ ら に 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 型 部 分 は 、 前 曲 面 梱 包 部 分 を 備 え 、
　 前 記 第 ２ の 型 部 分 は 、 ベ ー ス 曲 面 型 部 分 を 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 ベ ー ス 曲 面 部 分 は 、 ダ イ ヤ モ ン ド 回 転 旋 盤 法 を 含 む 方 法 を 介 し て 形 成 さ れ る 、 方 法
。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 ベ ー ス 曲 面 部 分 は 、 ガ ラ ス お よ び 水 晶 の １ つ 以 上 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 ベ ー ス 曲 面 部 分 は 、 迅 速 成 型 法 を 含 む 方 法 を 介 し て 形 成 さ れ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 保 留 域 に 投 入 さ れ た 前 記 あ る 量 の 充 填 溶 液 は 、 前 記 眼 用 レ ン ズ を 完 全 に 水 和 す る の
に 有 効 で あ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 眼 用 レ ン ズ 、 お よ び 前 記 眼 用 レ ン ズ が 付 着 し て い る 前 記 型 部 分 に 、 前 記 レ ン ズ を 殺
菌 す る た め あ る 量 の 熱 を 加 え 、 前 記 レ ン ズ が 付 着 し て い る 前 記 型 部 分 か ら 前 記 レ ン ズ を 分
離 す る ス テ ッ プ 、
　 を さ ら に 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 型 部 分 は 、 前 記 眼 用 レ ン ズ お よ び 充 填 溶 液 を 殺 菌 す る の に 有 効 な あ る 量 の 紫
外 線 放 射 の 付 与 に 耐 え 得 る 材 料 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 型 部 分 お よ び 前 記 第 ２ の 型 部 分 の 少 な く と も 一 つ は 、 前 記 眼 用 レ ン ズ を 殺 菌
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す る た め に 、 十 分 な 紫 外 線 放 射 を 透 過 で き る 領 域 を 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 眼 用 レ ン ズ を プ レ ポ リ マ ー か ら 形 作 る 成 型 装 置 に お い て 、
　 プ レ ポ リ マ ー を 収 容 で き る 凹 レ ン ズ 面 領 域 を 備 え 、 前 記 凹 レ ン ズ 面 領 域 内 に 形 成 さ れ た
レ ン ズ に 分 与 さ れ る 光 学 的 性 質 を 備 え る 、 第 １ の 型 部 分 と 、
　 前 記 レ ン ズ 面 領 域 、 お よ び 充 填 溶 液 を 収 容 す る た め の リ ザ バ 領 域 を 備 え る 、 充 填 溶 液 保
留 域 と 、
　 前 記 レ ン ズ お よ び 前 記 充 填 溶 液 を 保 持 す る た め 、 梱 包 シ ー ル を 受 け る の に 適 し た シ ー ル
面 と 、
　 前 記 プ レ ポ リ マ ー を 硬 化 す る の に 有 効 な 光 エ ネ ル ギ ー を 透 過 す る 領 域 と 、
　 を 備 え る 、 成 型 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 成 型 装 置 に お い て 、
　 前 記 レ ン ズ 表 面 域 、 お よ び 充 填 溶 液 を 収 容 す る た め の 前 記 リ ザ バ 域 を 分 離 す る 、 第 １ の
型 部 分 上 に 設 け ら れ た 同 心 円 の ナ イ フ エ ッ ヂ と 、
　 第 ２ の 型 部 分 で あ っ て 、
　 　 前 記 レ ン ズ の 背 曲 面 部 分 を 形 成 す る 光 学 的 性 質 を 備 え た 凸 レ ン ズ 面 域 、
　 　 前 記 凸 レ ン ズ 面 に 対 す る サ ポ ー ト を 提 供 す る ボ デ ィ 部 分 、 お よ び 、
　 　 前 記 凸 レ ン ズ 面 域 と 前 記 ボ デ ィ 部 分 と を 分 離 す る 複 数 の 同 心 円 の リ ッ ジ 、
　 を 備 え た 、 前 記 第 ２ の 型 部 分 と 、
　 を 備 え た 、 成 型 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
〔 発 明 の 分 野 〕
　 本 発 明 は 、 眼 用 レ ン ズ を 生 成 し 梱 包 す る 過 程 に 関 し 、 特 に 、 型 部 分 と し て レ ン ズ を 成 型
す る 一 次 パ ッ ケ ー ジ を 利 用 す る 方 法 と 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
〔 発 明 の 背 景 〕
　 コ ン タ ク ト レ ン ズ を 使 用 し て 視 力 を 改 善 で き る こ と は 、 よ く 知 ら れ て い る 。 長 年 、 様 々
な コ ン タ ク ト レ ン ズ が 商 業 的 に 生 産 さ れ て き た 。 当 初 の 設 計 で は 、 コ ン タ ク ト レ ン ズ は 硬
質 材 料 か ら 形 づ く ら れ て い た 。 一 部 の 応 用 で 現 在 で も そ れ ら の レ ン ズ が 依 然 使 わ れ て い る
が 、 そ れ ら は 快 適 性 が 乏 し く 、 酸 素 に 対 す る 浸 透 性 が 比 較 的 低 い こ と で 、 全 て の 患 者 に 適
し て は い な い 。 業 界 の 後 年 の 開 発 に よ り 、 ヒ ド ロ ゲ ル に 基 づ く ソ フ ト コ ン タ ク ト レ ン ズ が
出 て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 今 日 、 ヒ ド ロ ゲ ル 製 コ ン タ ク ト レ ン ズ は 非 常 に 普 及 し て い る 。 そ れ ら の レ ン ズ は 多 く の
場 合 、 硬 質 材 料 で で き た コ ン タ ク ト レ ン ズ よ り も 快 適 に 装 着 で き る 。 柔 軟 な ソ フ ト コ ン タ
ク ト レ ン ズ は 、 部 分 を 組 み あ せ て 所 望 の 最 終 的 な レ ン ズ と 一 致 し た ト ポ グ ラ フ ィ を 形 成 す
る 多 部 分 型 で 、 レ ン ズ を 形 成 す る こ と で 製 造 で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 眼 用 レ ン ズ は し ば し ば 、 鋳 込 み （ cast molding） で 作 ら れ 、 モ ノ マ ー 材 料 を 対 向 す る 型
部 分 の 光 学 面 間 で 画 定 さ れ る 空 洞 に 入 れ る 。 ヒ ド ロ ゲ ル を 眼 用 レ ン ズ な ど の 有 用 な 品 物 に
形 成 す る の に 使 用 す る 多 部 分 型 は 、 例 え ば 眼 用 レ ン ズ の 背 面 の 曲 線 に 対 応 す る 凸 部 を 備 え
る 第 １ の 型 部 分 と 、 眼 用 レ ン ズ の 正 面 の 曲 線 に 対 応 す る 凹 部 を 備 え た 第 ２ の 型 部 分 と を 備
え る こ と が で き る 。 そ の よ う な 型 部 分 を 使 用 し て レ ン ズ を つ く る た め 、 未 硬 化 の ヒ ド ロ ゲ
ル レ ン ズ 製 剤 を 型 部 分 の 凹 面 と 凸 面 と の 間 に 入 れ て 硬 化 す る 。 ヒ ド ロ ゲ ル レ ン ズ 製 剤 は 、
例 え ば 熱 と 光 の ど ち ら か 、 あ る い は そ の 両 方 に 曝 す こ と で 硬 化 で き る 。 硬 化 し た ヒ ド ロ ゲ
ル は 、 型 部 分 の 寸 法 に し た が っ て レ ン ズ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 硬 化 後 、 従 来 の 実 施 は 、 型 部 分 を 分 離 す る と 、 レ ン ズ は 一 方 の 型 部 分 に 付 着 し て 残 る よ
う に す る 。 離 型 過 程 に よ り 、 レ ン ズ を 残 り の 型 部 分 か ら 離 す 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 技 術 で は 、 レ ン ズ を 型 部 分 か ら 離 型 し た 後 、 型 部 分 は そ の 凹 部 内 に レ ン ズ を 含 み 、
さ ら に レ ン ズ 装 着 者 の 目 に 入 る と 不 快 感 を も た ら す 可 能 性 が あ る レ ン ズ 以 外 の 、 例 え ば レ
ン ズ 材 の 要 素 、 残 留 希 釈 材 そ の 他 の 材 料 な ど 、 望 ま し く な い 材 料 も 含 ん で い る 。 異 質 材 料
を 最 小 限 に す る た め 、 レ ン ズ を 型 部 分 か ら 取 り 除 き 、 目 の ケ ア が 必 要 な 患 者 へ の 搬 送 用 パ
ッ ケ ー ジ に 入 れ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し た が っ て 、 型 部 分 を パ ッ ケ ー ジ と し て 利 用 す る こ と が 考 え ら れ た が 、 従 来 技 術 の シ ス
テ ム で は 、 周 知 の 商 業 的 な 製 造 シ ス テ ム で そ の よ う に す る こ と は 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し た が っ て 、 型 部 分 を 一 次 パ ッ ケ ー ジ と し て 容 易 に 使 用 で き る 装 置 や 方 法 を 提 供 で き れ
ば 好 都 合 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
〔 発 明 の 概 要 〕
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 レ ン ズ を 眼 用 レ ン ズ 装 着 者 に 運 ぶ 一 次 パ ッ ケ ー ジ と し て 、 型 部
分 を 利 用 す る 装 置 と 方 法 と を 提 供 す る 。 本 発 明 は 、 眼 用 レ ン ズ を 形 づ く る の に 使 用 す る 型
部 分 に モ ノ マ ー の 正 確 な 投 入 を 用 い る こ と を 教 示 し 、 革 新 的 な 型 設 計 を 使 用 し て 型 部 分 を
一 次 パ ッ ケ ー ジ と し て 容 易 に 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
〔 発 明 の 詳 細 な 説 明 〕
　 本 発 明 は 、 型 部 分 を 眼 用 レ ン ズ の 一 次 パ ッ ケ ー ジ と し て 使 用 す る こ と に 関 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
〔 定 義 〕
　 こ こ で 使 用 す る 「 離 型 （ released from a mold） 」 と は 、 レ ン ズ を 型 か ら 完 全 に 離 す こ
と 、 あ る い は 少 し 揺 ら す こ と で 除 去 で き る 、 ま た は 綿 棒 で 押 し 出 す こ と の で き る よ う に 、
ゆ る く 取 り 付 け た だ け で あ る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
〔 レ ン ズ 〕
　 こ こ で 使 用 す る 「 レ ン ズ 」 は 、 目 内 な い し 目 の 上 に つ け る 任 意 の 眼 用 装 置 を 指 す 。 こ れ
ら の 装 置 は 、 光 学 補 正 を 提 供 で き る か 、 ま た は 審 美 的 で あ っ て よ い 。 例 え ば レ ン ズ と い う
用 語 は 、 視 力 を 矯 正 な い し 修 正 す る 、 ま た は 視 覚 を 妨 げ る こ と な く 目 の 生 理 機 能 （ 例 え ば
瞳 の 色 ） を 審 美 的 に 高 め る 、 コ ン タ ク ト レ ン ズ 、 眼 内 レ ン ズ 、 オ ー バ ー レ イ ・ レ ン ズ 、 眼
用 イ ン サ ー ト （ ocular insert） 、 光 学 イ ン サ ー ト （ optical insert） そ の 他 の 類 似 の 装
置 を 指 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 使 用 す る 「 レ ン ズ 形 成 混 合 物 」 は 、 硬 化 し て 眼 用 レ ン ズ を 形 成 で き る プ レ ポ リ マ
ー 材 を 指 す 。 様 々 な 実 施 例 で は 、 Ｕ Ｖ 遮 断 材 、 着 色 剤 （ tint） 、 光 開 始 剤 、 あ る い は 触 媒
な ど の １ つ ま た は 複 数 の 添 加 剤 を 有 す る プ レ ポ リ マ ー 混 合 物 、 な ら び に コ ン タ ク ト あ る い
は 眼 球 内 レ ン ズ の よ う な 眼 用 レ ン ズ 内 に 所 望 で あ り う る そ の 他 の 添 加 物 を 含 め る こ と が で
き る 。 レ ン ズ 形 成 混 合 物 に 関 し て は 後 に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
〔 型 〕
　 こ こ で 図 １ を 参 照 す る と 、 眼 用 レ ン ズ 用 の 例 示 的 な 型 の 線 図 が 示 さ れ て い る 。 こ こ で 使
用 す る 「 型 」 や 「 型 ア セ ン ブ リ 」 と は 、 レ ン ズ 形 成 混 合 物 （ 図 示 せ ず ） の 反 応 時 ま た は 硬
化 時 に 、 所 望 の 形 の 眼 用 レ ン ズ が 製 造 さ れ る よ う に 、 レ ン ズ 形 成 混 合 物 が 配 分 さ れ る こ と
が で き る 空 洞 １ ０ ５ を 有 す る 型 枠 １ ０ ０ を 指 す 。 本 発 明 の 型 お よ び 型 ア セ ン ブ リ １ ０ ０ は
、 一 つ よ り 多 く の 「 型 部 分 」 ま た は 「 型 部 品 」 １ ０ １ 、 １ ０ ２ で で き て い る 。 型 部 分 １ ０
１ 、 １ ０ ２ は 、 型 部 分 １ ０ １ 、 １ ０ ２ を 組 み 合 わ せ る と 、 レ ン ズ を 形 づ く る こ と の で き る
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空 洞 １ ０ ５ が 形 成 さ れ る よ う に 合 わ せ る こ と が で き る 。 型 部 分 １ ０ １ 、 １ ０ ２ の 組 み 合 わ
せ は 好 適 に は 一 時 的 な も の で あ る 。 レ ン ズ が 形 成 さ れ る と 、 型 部 分 １ ０ １ 、 １ ０ ２ を 再 び
分 離 し て 、 形 作 ら れ た レ ン ズ （ 図 示 せ ず ） を 取 り 除 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 す る 用 語 と し て の 「 型 部 分 」 は 、 型 部 分 １ ０ １ 、 １ ０ ２ の 部 分 を 指 し 、
型 部 分 １ ０ １ 、 １ ０ ２ の 他 の 部 分 と 組 み 合 わ せ て 、 型 １ ０ ０ を 形 成 す る （ 型 ア セ ン ブ リ １
０ ０ と も い う ） 。 少 な く と も 一 つ の 型 部 分 １ ０ １ 、 １ ０ ２ は レ ン ズ 形 成 混 合 物 と 接 触 す る
そ の 面 １ ０ ３ 、 １ ０ ４ の 少 な く と も 一 部 分 を 有 し 、 レ ン ズ 形 成 混 合 物 の 反 応 時 ま た は 硬 化
時 に 、 面 １ ０ ３ 、 １ ０ ４ は 、 そ れ と 接 触 す る レ ン ズ 部 分 に 所 望 の 形 状 お よ び 形 態 を も た ら
す 。 少 な く と も 一 つ の 他 の 型 部 分 １ ０ １ 、 １ ０ ２ で も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 、 例 え ば 好 適 な 実 施 例 で は 、 型 ア セ ン ブ リ １ ０ ０ は 雌 凹 部 （ 前 曲 面 型 部 分 （
front curve mold part） ） １ ０ ２ と 雄 凸 部 （ 背 曲 面 型 部 分 （ back curve mold part） ）
１ ０ １ と の 、 ２ つ の 部 分 １ ０ １ 、 １ ０ ２ か ら 形 成 さ れ 、 そ れ ら の 間 に 空 洞 が 形 成 さ れ る 。
レ ン ズ 形 成 混 合 物 と 接 触 す る 凹 面 １ ０ ４ の 一 部 は 、 型 ア セ ン ブ リ １ ０ ０ で 生 成 さ れ る 眼 用
レ ン ズ の 前 曲 面 の 曲 率 を 有 し 、 十 分 に 円 滑 で 、 凹 面 １ ０ ４ と 接 触 す る レ ン ズ 形 成 混 合 物 の
重 合 で 形 成 さ れ る 眼 用 レ ン ズ の 表 面 を 光 学 的 に 受 容 さ れ る よ う に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 前 曲 面 型 部 分 １ ０ ２ は 、 円 形 周 囲 エ ッ ジ １ ０ ８ と 一 体 と な っ て 取 り
囲 ん で い る 環 状 フ ラ ン ジ を さ ら に 有 し 、 そ こ か ら 、 軸 に 垂 直 で フ ラ ン ジ （ 図 示 せ ず ） か ら
延 長 し た 面 内 に 延 長 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 背 曲 面 型 部 分 １ ０ １ は 、 レ ン ズ 形 成 混 合 物 と 接 触 す る 凸 面 １ ０ ３ を 有 し 、 型 ア セ ン ブ リ
１ ０ ０ で 生 成 す る 眼 用 レ ン ズ の 背 曲 面 の 曲 率 を 有 す る 。 凸 面 １ ０ ３ は 十 分 円 滑 で 、 背 面 １
０ ３ と 接 触 す る レ ン ズ 形 成 混 合 物 の 反 応 ま た は 硬 化 に よ っ て 形 成 さ れ る 眼 用 レ ン ズ の 表 面
を 光 学 的 に 受 容 さ れ る よ う に 形 成 さ れ る 。 し た が っ て 前 曲 面 型 部 分 １ ０ ２ の 内 部 凹 面 １ ０
４ は 眼 用 レ ン ズ の 外 面 を 画 定 し 、 背 面 型 部 分 １ ０ １ の 外 部 凸 面 １ ０ ３ は 眼 用 レ ン ズ の 内 面
を 画 定 す る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 背 曲 面 型 部 分 １ ０ １ は さ ら に 、 １ 本 ま た は 複 数 本 の 同 心
円 環 状 リ ッ ジ １ ０ ７ を 含 む こ と が で き 、 こ の 同 心 円 環 状 リ ッ ジ １ ０ ７ は 、 硬 化 し リ ッ ジ に
固 ま っ た 過 剰 プ レ ポ リ マ ー に 係 合 し て 型 部 分 １ ０ １ 、 １ ０ ２ を 分 離 す る と き に 過 剰 プ レ ポ
リ マ ー を 除 去 で き る 過 剰 レ ン ズ 材 円 形 プ ー ラ １ ０ ７ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 前 曲 面 型 部 分 １ ０ ２ は さ ら に 、 凸 面 と 保 留 域 面 １ ０ ８ に よ り 画 定 さ れ
る 領 域 を 含 む 、 保 留 域 １ ０ ６ を 備 え て い る 。 保 留 域 １ ０ ６ は 、 レ ン ズ を 形 成 し た 後 に 、 形
成 さ れ た レ ン ズ と 梱 包 溶 液 （ 図 １ で は 図 示 せ ず ） を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 部 の 好 適 な 方 法 で は 、 型 ア セ ン ブ リ １ ０ ０ は 周 知 の 手 法 で は 射 出 成 型 で あ る が 、 実 施
例 で は さ ら に 、 例 え ば 旋 盤 法 （ lathing） 、 ダ イ ヤ モ ン ド 回 転 法 （ diamond turning） あ る
い は レ ー ザ 切 削 法 （ laser cutting） を 初 め と す る 他 の 手 法 で 形 成 さ れ る 型 １ ０ ０ を 含 む
こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 使 用 す る 「 レ ン ズ 形 成 面 」 と は 、 レ ン ズ を 成 型 す る た め に 使 用 す る 表 面 １ ０ ３ 、
１ ０ ４ を 意 味 す る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 そ の よ う な 面 １ ０ ３ 、 １ ０ ４ の い ず れ も 光 学 品 質
表 面 仕 上 げ を 有 す る こ と が で き 、 こ れ は 、 十 分 に 円 滑 で 、 型 面 と 接 触 す る レ ン ズ 形 成 混 合
物 の 重 合 に よ り 形 作 ら れ る レ ン ズ 表 面 を 光 学 的 に 受 容 さ れ る よ う に 形 成 す る こ と を 表 し て
い る 。 さ ら に 一 部 の 実 施 例 で は 、 レ ン ズ 形 成 面 １ ０ ３ 、 １ ０ ４ は 、 限 定 す る も の で は な い
が 、 球 面 、 非 球 面 、 お よ び 円 柱 屈 折 力 （ cylinder power） 、 波 面 収 差 補 正 、 角 膜 ト ポ グ ラ
フ ィ 補 正 な ど 、 な ら び に そ の 任 意 の 組 み 合 わ せ を 初 め と す る 所 望 の 光 学 的 特 性 を レ ン ズ 表
面 に 与 え る の に 必 要 な 、 ジ オ メ ト リ を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 こ こ で 図 ４ ， ５ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 一 部 の 実 施 例 で 得 ら れ る 別 の 特 徴 を 例 示 し て い
る 。 図 ４ は 、 背 曲 面 型 部 分 ４ ０ １ と 前 曲 面 型 部 分 ４ ０ ２ を 例 示 し 、 レ ン ズ ４ １ １ が 前 曲 面
型 部 分 ４ ０ ２ に 対 し て 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 図 ４ は 、 し ば し ば Ｈ Ｅ Ｍ Ａ リ ン グ ４ １ ０
と 呼 ば れ 、 例 え ば 同 心 円 リ ン グ と し て 背 曲 面 型 部 分 ４ ０ １ に 形 成 さ れ う る １ つ 以 上 の リ ッ
ジ ４ ０ ３ に 取 り 付 け ら れ た 過 剰 材 料 を 例 示 し て い る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 し ば し ば Ｈ Ｅ Ｍ
Ａ リ ン グ プ ー ラ と 呼 ば れ る リ ッ ジ ４ ０ ３ は 、 過 剰 硬 化 材 料 ４ １ ０ を 除 去 す る の に 利 用 で き
、 一 部 の 実 施 例 で は 、 過 剰 プ レ ポ リ マ ー 材 ４ １ ０ を 除 去 す る の に 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 図 ５ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 一 部 の 実 施 例 は 、 保 留 域 ５ ０ ４ と 組 み 合 わ せ た 背 曲
面 型 部 分 ５ ０ １ を 備 え る こ と が で き る 。 保 留 域 ５ ０ ４ は 、 背 曲 面 型 部 分 ５ ０ １ に 含 ま れ る
側 壁 ５ ０ ５ に よ り 画 定 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 部 の 実 施 例 は 、 同 様 に 、 保 留 域 ５ ０ ４ を 有 さ な い 前 曲 面 型 部 分 ５ ０ ２ を 備 え る こ と が
で き る 。 前 曲 面 型 部 分 ５ ０ ２ が 、 型 部 分 ５ ０ １ 、 ５ ０ ２ の 分 離 中 に 、 過 剰 材 料 を 除 去 す る
の に 適 し た プ ー ラ 歯 ま た は 同 心 円 を 備 え る よ う に し た も の も 、 本 発 明 の 範 囲 内 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
〔 方 法 ス テ ッ プ 〕
　 反 応 混 合 物 を 重 合 し て レ ン ズ １ ０ ０ を 形 成 し た 後 、 レ ン ズ 表 面 １ ０ ３ は 一 般 に 、 型 部 分
面 １ ０ ４ に 付 着 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ こ で 図 ２ を 参 照 す る と 、 流 れ 図 に よ り 、 本 発 明 の 一 部 の 実 施 例 で 行 な う こ と の で き る
例 示 的 な ス テ ッ プ を 例 示 し て い る 。 な お 、 以 下 の ス テ ッ プ の 一 部 ま た は 全 て は 、 本 発 明 の
様 々 な 実 施 例 で 実 施 す る こ と が で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。 ス テ ッ プ ２ ０ １ で は 、 反 応 混
合 物 （ 下 記 に 詳 細 に 説 明 ） が 、 眼 用 レ ン ズ １ ０ ０ を 成 形 す る の に 利 用 す る 第 １ の 型 部 分 １
０ ２ に 投 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ス テ ッ プ ２ ０ ２ で は 、 第 １ の 型 部 分 １ ０ ２ を 少 な く と も 一 つ の 他 の 型 部 分 （ 第 ２ の 型 部
分 ） １ ０ １ と 組 み 合 わ せ て 、 投 入 し た シ リ コ ン モ ノ マ ー ま た は 他 の 反 応 混 合 物 を 成 形 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ス テ ッ プ ２ ０ ３ で は 、 反 応 混 合 物 を 硬 化 し て レ ン ズ １ ０ ０ を 形 成 す る 。 硬 化 は モ ノ マ ー
を 化 学 線 に さ ら し た り 、 モ ノ マ ー を 高 温 （ す な わ ち ４ ０ ℃ か ら ７ ５ ℃ ） に さ ら し た り 、 あ
る い は 、 化 学 線 と 高 温 の 両 方 に さ ら す な ど の 従 来 技 術 で 周 知 の 様 々 な 手 段 に よ り 行 な う こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ス テ ッ プ ２ ０ ４ で は 、 離 型 過 程 （ demolding process） で 第 １ の 型 部 分 １ ０ １ を 第 ２ の
型 部 分 １ ０ ２ か ら 分 離 す る こ と が で き る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 レ ン ズ １ ０ ０ は 硬 化 過 程 の
間 に 第 ２ の 型 部 分 １ ０ ２ （ す な わ ち 前 曲 面 型 部 分 ） に 付 着 し 、 レ ン ズ １ ０ ０ が 前 曲 面 型 部
分 １ ０ ２ か ら 離 さ れ る ま で 、 分 離 後 も 第 ２ の 型 部 分 １ ０ ２ に 留 ま る 。 他 の 実 施 例 で は 、 レ
ン ズ １ ０ ０ は 第 １ の 型 部 分 １ ０ １ に 付 着 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 一 部 の 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ２ ０ ５ で 、 レ ン ズ を 水 和 溶 液 に さ ら す 。 水 和 溶 液
は 例 え ば 脱 イ オ ン （ DI） 水 を 含 む こ と が で き る 。 さ ら に 、 一 部 の 実 施 例 で は 、 Ｐ Ｅ Ｇ 、 Ｐ
Ｅ Ｏ 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ・ ソ ル ビ タ ン ・ モ ノ オ レ エ ー ト （ polyoxyethylene sorbitan m
onooleate） で あ る ツ ウ ィ ン （ Tween） ８ ０ 、 チ ロ キ サ ポ ー ル （ Tyloxapol） 、 オ ク チ ル フ
ェ ノ キ シ （ オ キ シ エ チ レ ン ） エ タ ノ ー ル （ octylphenoxy(oxyethylene)ethanol） 、 ア ン フ
ォ テ リ ッ ク １ ０ （ amphoteric 10） 、 保 存 料 （ 例 え ば Ｅ Ｄ Ｔ Ａ ， ソ ル ビ ン 酸 、 Ｄ Ｙ Ｍ Ｅ Ｄ
、 ク ロ ル ヘ キ ダ イ ン ・ グ ル コ ネ ー ト （ chlorhexadine gluconate） ） 、 過 酸 化 水 素 、 チ メ
ロ ー サ ル （ thimerosal） 、 ポ リ ク ア ド （ polyquad） 、 ポ リ ヘ キ サ メ チ レ ン ・ ビ ク ア ナ イ ド
（ polyhexamethylene biguanide） 、 抗 菌 剤 、 潤 滑 材 、 塩 、 バ ッ フ ァ 、 な ど の 一 つ ま た は
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複 数 の 添 加 剤 を 含 む 水 溶 液 を 含 む こ と が で き る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 添 加 剤 は 、 重 量 で ０
． ０ １ ％ か ら １ ０ ％ の 間 で 変 化 し 、 累 積 的 に は 約 １ ０ 重 量 ％ 未 満 の 量 で 水 和 溶 液 に 添 加 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 水 和 溶 液 の 温 度 は 凍 結 点 近 く か ら 沸 点 近 く と す る こ と が で き る が 、 好 適 に は 30℃ と 72℃
の 間 、 よ り 好 適 に は 45℃ と 65℃ の 間 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 眼 用 レ ン ズ １ ０ ０ を 水 和 溶 液 に さ ら す こ と は 、 洗 浄 、 噴 霧 、 浸 漬 、 沈 水 、 あ る い は そ の
任 意 の 組 み 合 わ せ に よ り 行 な う こ と が で き る 。 例 え ば 一 部 の 実 施 例 で は 、 レ ン ズ １ ０ ０ を
水 和 タ ワ ー 内 で 脱 イ オ ン 水 と Ｐ Ｅ Ｇ ２ ０ ０ ０ の 水 和 溶 液 で 洗 浄 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 水 和 タ ワ ー 内 で 洗 浄 す る こ と で レ ン ズ を 水 和 す る た め 、 レ ン ズ １ ０ ０ を 含 む 前 曲 面 型 部
分 １ ０ ２ を パ レ ッ ト ま た は ト レ イ に 載 置 し 、 垂 直 に 積 層 す る こ と が で き る 。 溶 液 を レ ン ズ
１ ０ ０ の 積 層 の 上 部 か ら 導 入 し 、 溶 液 が レ ン ズ １ ０ ０ 上 を 下 向 き に 流 れ る よ う に す る こ と
が で き る 。 溶 液 は タ ワ ー に 沿 っ た 様 々 な 位 置 で 導 入 す る こ と も で き る 。 一 部 の 実 施 例 で は
、 ト レ イ を 上 向 き に 移 動 し て 、 レ ン ズ １ ０ ０ を 次 々 に 新 鮮 な 溶 液 に さ ら す こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 他 の 実 施 例 で は 、 水 和 ス テ ッ プ ２ ０ ５ 中 に 型 部 分 １ ０ ２ と 保 留 域 １ ０ ６ に 投 入 さ れ る Ｄ
Ｉ 水 な ど の 水 和 溶 液 に さ ら し て 眼 用 レ ン ズ １ ０ ０ を 循 環 で き る 。 ス テ ッ プ ２ ０ ６ で は 、 一
部 の 実 施 例 で は 、 残 留 水 和 か ら レ ン ズ を リ ン ス す る こ と を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 沈 水 を 介 し て レ ン ズ を 水 和 溶 液 に さ ら す 本 発 明 の 一 部 の 実 施 例 で は 、 マ ガ ジ ン を 集 積 し
て 水 和 溶 液 を 含 む タ ン ク に 降 下 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 一 部 の 実 施 例 で は 、 水 和 溶 液
を 約 30℃ と 72℃ の 間 の 温 度 に 加 熱 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ス テ ッ プ ２ ０ ７ で は 、 パ ッ ケ ー ジ 型 部 分 １ ０ ２ の 保 留 域 は 、 充 填 溶 液 で 満 た す 。 充 填 溶
液 は 従 来 技 術 で よ く 知 ら れ て お り 、 例 え ば 装 着 者 の 快 適 さ や レ ン ズ の 品 質 維 持 の た め の 添
加 剤 を 含 め る こ と が で き る 。 ス テ ッ プ ２ ０ ８ で は 、 パ ッ ケ ー ジ シ ー ル を 適 用 し て 、 保 留 域
内 の 充 填 溶 液 を 保 持 す る 。 パ ッ ケ ー ジ シ ー ル は 例 え ば ポ リ マ ー フ ィ ル ム や フ ォ イ ル （ 図 示
せ ず ） ま た は そ の 混 合 物 と す る こ と が で き る 。 し た が っ て 保 留 域 は フ ィ ル ム に よ り 開 封 可
能 に 密 閉 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に レ ン ズ を 内 蔵 す る 密 閉 パ ッ ケ ー ジ は 、 確 実 に 殺 菌 製 品 と す る た め に 殺 菌 す る 。 適 切
な 殺 菌 手 段 お よ び 条 件 は 従 来 技 術 で 知 ら れ て お り 、 例 え ば オ ー ト ク レ ー ブ が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
〔 装 置 〕
　 こ こ で 図 ３ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 で 利 用 で き る 処 理 ス テ ー シ ョ ン ３ ０ １ ～ ３ ０ ４
に 含 ま れ る 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 を 例 示 し て い る 。 一 部 の 好 適 な 実 施 例 で は 、 眼 用 レ ン ズ １ ０
０ は 移 送 機 構 ３ ０ ５ を 通 し て 処 理 ス テ ー シ ョ ン ３ ０ １ ～ ３ ０ ４ に 入 れ る こ と が で き る 。 移
送 機 構 ３ ０ ５ は 例 え ば 、 可 変 速 度 モ ー タ そ の 他 の 周 知 の 駆 動 機 構 （ 図 示 せ ず ） に よ り 駆 動
さ れ る コ ン ベ イ ヤ ー ベ ル ト 、 チ ェ ー ン 、 ケ ー ブ ル 、 油 圧 機 構 を 含 み う る 移 動 手 段 と 連 携 し
た ロ ボ ッ ト 、 コ ン ベ イ ヤ ー 、 レ ー ル シ ス テ ム の う ち 一 つ ま た は 複 数 の も の を 含 む こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 一 部 の 実 施 例 は 、 パ レ ッ ト （ 図 示 せ ず ） 内 に 配 置 し た 背 面 型 部 分 １ ０ １ を 含 む こ と が で
き る 。 パ レ ッ ト は 、 ２ つ ま た は そ れ 以 上 の 処 理 ス テ ー シ ョ ン ３ ０ １ ～ ３ ０ ４ 間 で 移 送 機 構
３ ０ ５ に よ り 移 動 で き る 。 コ ン ピ ュ ー タ そ の 他 の コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ ６ を 作 動 的 に 処 理 ス テ
ー シ ョ ン ３ ０ １ ～ ３ ０ ４ に 接 続 し て 、 各 ス テ ー シ ョ ン ３ ０ １ ～ ３ ０ ４ で の 処 理 を モ ニ タ ー
し て 制 御 し 、 か つ 、 処 理 ス テ ー シ ョ ン ３ ０ １ ～ ３ ０ ４ 間 の レ ン ズ の 移 動 を 調 整 す る た め の
移 送 機 構 ３ ０ ５ を モ ニ タ ー し 制 御 す る こ と も で き る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 処 理 ス テ ー シ ョ ン ３ ０ １ ～ ３ ０ ４ に は 例 え ば 射 出 成 型 ス テ ー シ ョ ン ３ ０ １ を 含 め る こ と
が で き る 。 射 出 成 型 ス テ ー シ ョ ン ３ ０ １ で は 、 射 出 成 型 機 は 、 例 え ば 上 述 の シ リ コ ン ヒ ド
ロ ゲ ル の あ る 量 の 反 応 混 合 物 を 前 曲 面 型 部 分 １ ０ ２ に 堆 積 し 、 好 適 に は 型 表 面 を 反 応 混 合
物 で 完 全 に 被 う 。 反 応 混 合 物 は 、 重 合 し た 際 に 、 光 学 的 に 透 明 で 、 統 合 し た 形 を 維 持 す る
コ ン タ ク ト レ ン ズ ま た は コ ン タ ク ト レ ン ズ の 前 駆 体 を も た ら す 任 意 の 材 料 ま た は 材 料 の 混
合 物 を 含 む べ き で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 す る 「 前 駆 体 」 と は 、 所 望 の 相 対 的 な 寸 法 を 有 し 、 続 い て 水 ま た は 緩 衝
等 張 塩 水 で の 水 和 を 行 な う と 、 コ ン タ ク ト レ ン ズ と し て 装 着 で き る 物 体 を 意 味 す る 。 そ の
よ う な 組 成 の 例 は こ の 分 野 で は 豊 富 に あ り 、 標 準 の 文 献 ソ ー ス を 参 照 す る こ と で 容 易 に 確
認 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 反 応 混 合 物 の 重 合 は 、 酸 素 へ の 露 出 が 制 限 さ れ た 雰 囲 気 で 行 な う こ
と が で き 、 一 部 の 実 施 例 で は 、 酸 素 は 副 反 応 に 入 る こ と が で き 、 所 望 の 光 学 的 性 質 な ら び
に 重 合 レ ン ズ の 透 明 度 に 影 響 が あ る の で 、 無 酸 素 環 境 で 行 な う こ と が で き る 。 一 部 の 実 施
例 で は 、 レ ン ズ の 型 の 半 分 は 、 酸 素 が 制 限 さ れ た ま た は 無 酸 素 の 雰 囲 気 で 作 成 さ れ る 。 酸
素 へ の 露 出 を 制 御 す る 方 法 と 装 置 は 従 来 技 術 で よ く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 硬 化 ス テ ー シ ョ ン ３ ０ ２ は 、 反 応 混 合 物 を 重 合 化 す る 装 置 を 含 む こ と が で き る 。 重 合 は
Ｐ Ｅ Ｇ ２ ０ ０ ０ ま た は 他 の Ｐ Ｅ Ｇ 、 あ る い は Ｐ Ｅ Ｏ を 初 め と す る 反 応 混 合 物 を 、 重 合 化 開
始 状 態 に 曝 す こ と で 好 適 に 行 な わ れ る 。 し た が っ て 硬 化 ス テ ー シ ョ ン ３ ０ ２ は 、 前 曲 面 型
１ ０ ２ へ 堆 積 さ れ る 反 応 混 合 物 の 開 始 源 を 提 供 す る 装 置 を 含 む 。 開 始 源 と し て は 例 え ば 、
化 学 線 や 熱 の い ず れ か ま た は 両 方 を 含 む こ と が で き る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 化 学 線 は 電 球
を 源 と す る こ と が で き る 。 型 ア セ ン ブ リ は そ の 下 を 移 動 す る 。 電 球 は 、 重 合 を 開 始 す る の
に 十 分 な 、 電 球 の 軸 に 平 行 な 所 与 の 面 内 で 所 定 強 度 の 化 学 線 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 硬 化 ス テ ー シ ョ ン ３ ０ ２ の 熱 源 は 、 反 応 混 合 物 の 温 度 を 、 重 合 の 伝
播 を 支 援 し 、 反 応 混 合 物 が 化 学 線 に 曝 さ れ る 間 に 収 縮 す る 傾 向 を 打 ち 消 し 、 そ れ に よ り 重
合 の 改 善 を 促 進 す る 、 十 分 な 温 度 に 上 げ る 効 果 が あ る 。 し た が っ て 一 部 の 実 施 例 は 、 反 応
混 合 物 の 温 度 （ 樹 脂 が 重 合 を 開 始 す る 前 お よ び 重 合 し て い る と き の 温 度 を 意 味 す る ） を 、
重 合 製 品 の ガ ラ ス 転 移 温 度 以 上 ま た は 重 合 し て い る 際 に そ の 軟 化 温 度 以 上 に 維 持 で き る 熱
源 を 含 む こ と が で き る 。 そ の よ う な 温 度 は 反 応 混 合 物 の 構 成 要 素 の 同 一 性 と 量 に よ り 変 化
す る 。 一 般 に 、 一 部 の 実 施 例 は 、 約 40℃ か ら 75℃ の 温 度 を 確 立 し 、 維 持 す る こ と が で き る
装 置 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 熱 源 に は 、 型 ア セ ン ブ リ が 化 学 線 電 球 の 下 を 通 過 す る 際 に 型 ア セ ン
ブ リ に わ た り お よ び そ の 周 囲 に 、 例 え ば Ｎ 2 や 空 気 な ど の 暖 か い 気 体 を 吹 き 付 け る ダ ク ト
を 含 む こ と が で き る 。 ダ ク ト の 末 端 は 、 暖 か い 気 体 が 通 過 す る 複 数 の 穴 に は め 込 む こ と が
で き る 。 気 体 を こ の よ う の 配 分 す る こ と で 、 ハ ウ ジ ン グ 下 の 領 域 に わ た っ て 均 一 な 温 度 を
達 成 す る 役 に 立 つ 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 型 分 離 ス テ ー シ ョ ン ３ ０ ３ に は 、 背 曲 面 型 部 分 １ ０ １ を 前 曲 面 型 部 分 １ ０ ２ か ら 分 離 す
る 装 置 を 含 め る こ と が で き る 。 分 離 は 例 え ば 、 型 部 分 を 押 し 開 け る 機 械 的 フ ィ ン ガ ー お よ
び 高 速 ロ ボ ッ ト 運 動 に よ り 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 ポ リ マ ー と 希 釈 材 の 混 合 物 を 含 む 硬 化 レ ン ズ は 、 水 和 ス テ ー シ ョ ン
３ ０ ４ で 水 和 溶 液 に 曝 し て 処 理 し 、 希 釈 材 を 除 去 し 、 最 終 的 に 希 釈 材 を 水 に 置 き 換 え る 。
そ れ に よ り 、 当 初 の 成 型 し た ポ リ マ ー ・ 希 釈 材 製 品 の 大 き さ と 形 に 非 常 に 似 た 、 最 終 的 な
大 き さ と 形 状 を 有 す る シ リ コ ン ヒ ド ロ ゲ ル レ ン ズ が 形 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 熱 交 換 機 ３ ０ ７ を 使 用 し て 水 和 溶 液 の 温 度 を 、 典 型 的 な 周 囲 室 内 温
度 よ り 高 い 温 度 に 維 持 す る 。 例 え ば 、 限 定 で は な い が 、 熱 交 換 機 を 使 用 し て 水 和 溶 液 の 温
度 を 約 30℃ か ら 約 ７ ２ ℃ に 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
〔 レ ン ズ 材 〕
　 本 発 明 で 使 用 す る の に 適 し た 眼 用 レ ン ズ は 、 プ レ ポ リ マ ー か ら で き た も の を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 の 一 部 の 実 施 例 で は 、 レ ン ズ は 、 約 ２ ５ ， ０ ０ ０ か ら 約 １ ０ ０ ， ０ ０ ０ 間 、 好 適
に は ２ ５ ， ０ ０ ０ か ら ８ ０ ， ０ ０ ０ 間 の ピ ー ク 分 子 量 （ peak molecular weight） を 有 す
る ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ と 、 そ れ ぞ れ 共 有 結 合 し た 約 ２ 未 満 か ら 約 ３ ． ８ 未 満 の 多 分 散 性 （ polydi
spersity） と 、 少 な く と も 一 つ の 架 橋 可 能 な 官 能 基 を 含 む 、 プ レ ポ リ マ ー 成 分 か ら 形 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 発 明 の 一 部 の 実 施 例 で は 、 比 較 的 低 い 分 子 量 と 低 い 多 分 散 性 を 有 す る 架 橋 可 能 な プ レ
ポ リ マ ー か ら 形 成 さ れ る ヒ ド ロ ゲ ル の 使 用 を 通 し て 、 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ ヒ ド ロ ゲ ル の 収 縮 、 拡
張 お よ び 関 連 属 性 を 制 限 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ こ で 使 用 す る 「 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ 」 と は 、 ２ － ヒ ド ロ キ シ エ チ ル ・ メ タ ク リ レ ー ト 反 復 ユ
ニ ッ ト を 含 む ポ リ マ ー を 意 味 す る 。 本 発 明 の 一 部 の 実 施 例 で 利 用 さ れ る ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ は 、
約 ２ 未 満 の 多 分 散 性 を 備 え た 約 ２ ５ ， ０ ０ ０ の ピ ー ク 分 子 量 か ら 、 約 ３ ． ８ 未 満 の 多 分 散
性 を 備 え た 約 １ ０ ０ ， ０ ０ ０ の ピ ー ク 分 子 量 ま で 、 を 有 す る 。 好 適 に は 、 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ は
、 約 ２ 未 満 の 多 分 散 性 を 備 え た 約 ３ ０ ， ０ ０ ０ の ピ ー ク 分 子 量 か ら 、 約 ３ ． ５ 未 満 の 多 分
散 性 を 備 え た 約 ９ ０ ， ０ ０ ０ の ピ ー ク 分 子 量 ま で 、 を 有 す る こ と が で き る 。 よ り 好 適 に は
、 成 分 は 、 約 ２ 未 満 の 多 分 散 性 を 備 え た 約 ３ ０ ， ０ ０ ０ の ピ ー ク 分 子 量 か ら 、 約 ３ ． ２ 未
満 の 多 分 散 性 を 備 え た 約 ８ ０ ， ０ ０ ０ の ピ ー ク 分 子 量 ま で 、 を 有 す る こ と が で き る 。 さ ら
に 適 切 な ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ は 、 約 １ ０ ０ ， ０ ０ ０ 未 満 の ピ ー ク 分 子 量 と 約 ２ 未 満 の 多 分 散 性 を
有 す る こ と が で き 、 好 適 に は 、 約 ４ ５ ， ０ ０ ０ か ら １ ０ ０ ， ０ ０ ０ の ピ ー ク 分 子 量 と 約 ２
． ５ 未 満 の 多 分 散 性 を 有 す る こ と が で き る 。 特 定 の 実 施 例 で は 、 多 分 散 性 は 約 ２ ． ５ 未 満
で 、 好 適 に は 約 ２ 未 満 で 、 よ り 好 適 に は 約 １ ． ７ 未 満 で あ り 、 あ る 実 施 例 で は 約 １ ． ５ 未
満 で あ る 。 上 記 で 使 用 し 、 本 明 細 書 を 通 し て 使 用 す る ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ と い う 用 語 は 、 ２ － ヒ
ド ロ キ シ エ チ ル ・ メ タ ク リ レ ー ト 単 独 な ら び に 他 の モ ノ マ ー と の 共 重 合 体 あ る い は 下 記 に
さ ら に 説 明 す る 共 反 応 物 質 か ら 作 成 さ れ る ポ リ マ ー を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
Ｈ Ｅ Ｍ Ａ モ ノ マ ー と 重 合 で き る 適 切 な コ モ ノ マ ー に は 、 ビ ニ ル 含 有 モ ノ マ ー の よ う な 親 水
性 の モ ノ マ ー や 、 疎 水 性 モ ノ マ ー な ら び に 異 な る 波 長 で 光 吸 収 性 を 生 じ る 着 色 モ ノ マ ー が
含 ま れ る 。 「 ビ ニ ル タ イ プ 」 ま た は 「 ビ ニ ル 含 有 」 モ ノ マ ー と い う 用 語 は 、 ビ ニ ル 基 （ －
Ｃ Ｒ ＝ Ｃ Ｒ 'Ｒ "、 こ こ で Ｒ 、 Ｒ '、 Ｒ "は １ 価 の 置 換 基 ） を 含 む モ ノ マ ー を 指 し 、 比 較 的 容
易 に 重 合 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 適 切 な ビ ニ ル 含 有 モ ノ マ ー に は 、 Ｎ ， Ｎ ジ メ チ ル ・ ア
ク リ ル ア ミ ド （ Ｄ Ｍ Ａ ） 、 グ リ セ ロ ル ・ メ タ ア ク リ レ ー ト （ Ｇ Ｍ Ａ ） 、 ２ ヒ ロ ド キ エ チ ル
・ メ タ ク リ ル ア ミ ド 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル ・ モ ノ メ タ ク リ レ ー ト 、 メ タ ク リ ル 酸 （ Ｍ
Ａ Ａ ） 、 ア ク リ ル 酸 、 Nビ ニ ル ラ ク タ ム （ 例 ： Nビ ニ ル ピ ロ リ ド ン ま た は Ｎ Ｖ Ｐ ） 、 Nビ ニ
ル ー N-メ チ ル ・ ア セ タ ミ ド 、 N－ ビ ニ ル － N－ エ チ ル ・ ア セ タ ミ ド 、 N－ ビ ニ ル ー Nー エ チ ル
・ ホ ル ム ア ミ ド 、 N－ ビ ニ ル ・ ホ ル ム ア ミ ド 、 ビ ニ ル 炭 酸 モ ノ マ ー 、 ビ ニ ル ・ カ ー バ メ ー
ト モ ノ マ ー 、 オ キ サ ゾ ー ル モ ノ マ ー 、 そ の 混 合 物 な ど が あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 一 部 の 実 施 例 で 利 用 さ れ る ポ リ マ ー に 組 み 込 む こ と の で き る い く つ か の 好 適 な 親 水 性 の
モ ノ マ ー に は 、 Ｄ Ｍ Ａ 、 Ｇ Ｍ Ａ 、 ２ － ヒ ド ロ キ シ エ チ ル ・ メ タ ク リ ル ア ミ ド 、 Ｎ Ｖ Ｐ 、 ポ
リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル ・ モ ノ メ タ ク リ レ ー ト 、 Ｍ Ａ Ａ 、 ア ク リ ル 酸 、 そ の 混 合 物 が あ る 。
Ｄ Ｍ Ａ 、 Ｇ Ｍ Ａ 、 Ｍ Ａ Ａ が 特 定 の 実 施 例 で 最 も 好 適 で あ る 。
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【 ０ ０ ５ ５ 】
　 適 切 な 疎 水 性 モ ノ マ ー に は 、 シ リ コ ン 含 有 モ ノ マ ー と 重 合 可 能 な ビ ニ ル 基 を 有 す る マ ク
ロ マ ー が あ る 。 好 適 に は 、 ビ ニ ル 基 は メ タ ク リ ル オ キ シ 基 で あ る 。 適 切 な シ リ コ ン 含 有 モ
ノ マ ー と マ ク ロ マ ー の 例 に は 、 少 な く と も ２ つ の ［ － Ｓ ｉ － Ｏ － ］ 反 復 ユ ニ ッ ト を 含 む ｍ
Ｐ Ｄ Ｍ Ｓ タ イ プ の モ ノ マ ー 、 約 ２ ０ ０ ０ ダ ル ト ン 未 満 の 平 均 的 な 分 子 量 を 有 す る 重 合 可 能
な 基 と 、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 と 、 少 な く と も １ つ の 「 － Ｓ ｉ － Ｏ － Ｓ ｉ － 」 基 を 含 む Ｓ ｉ Ｇ Ｍ
Ａ タ イ プ モ ノ マ ー 、 少 な く と も 一 つ の Ｓ ｉ （ Ｏ Ｓ ｉ － ） 3 基 を 含 む Ｔ Ｒ Ｉ Ｓ タ イ プ の モ ノ
マ ー が あ る 。 適 切 な Ｔ Ｒ Ｉ Ｓ タ イ プ の モ ノ マ ー の 例 と し て 、 メ タ ク リ ル オ キ シ プ ロ ピ ル ト
リ ス （ ト リ メ チ ル シ ロ キ シ ） シ ラ ン 、 メ タ ク リ ル オ キ シ プ ロ ピ ル ビ ス （ ト リ メ チ ル シ ロ キ
シ ） メ チ ル シ ラ ン 、 メ タ ク リ ル オ キ シ プ ロ ピ ル ペ ン タ メ チ ル ジ シ ロ キ サ ン 、 お よ び そ の 混
合 物 な ど が あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 好 適 に は 、 ｍ Ｐ Ｄ Ｍ Ｓ タ イ プ モ ノ マ ー は 、 Ｓ ｉ お よ び 付 加 さ れ た Ｏ を 合 計 量 で （ total 
Si and attached O in an amount） ２ ０ 重 量 ％ を 超 え る 量 で 含 み 、 よ り 好 適 に は 、 シ リ コ
ン 含 有 モ ノ マ ー の 合 計 分 子 量 の ３ ０ 重 量 ％ を 超 え る 量 で 含 む 。 適 切 な ｍ Ｐ Ｄ Ｍ Ｓ モ ノ マ ー
は 、 以 下 の 式 を 持 つ 。
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 適 切 な 線 形 モ ノ ア ル キ ル 終 端 ポ リ ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン （ 「 ｍ Ｐ Ｄ Ｍ Ｓ 」 ） の 例 は 以 下 を
含 む 。
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　 こ こ で 、
　 　 ｂ は 、 ０ か ら １ ０ ０ で あ り 、 ｂ は 好 適 に は ４ か ら １ ６ 、 よ り 好 適 に は ８ か ら １ ０ の 所
定 の 値 に ほ ぼ 等 し い モ ー ド を 有 す る 分 布 で あ り 、
　 　 Ｒ 5 8 は 、 少 な く と も 一 つ の エ チ レ ン 的 に 不 飽 和 の 部 分 （ ethylenically unsaturated 
moiety） を 含 む 重 合 可 能 な 一 価 基 を 含 み 、 好 適 に は ス チ リ ル 、 ビ ニ ー ル 、 （ メ タ ） ア ク リ
ル ア ミ ド ま た は （ メ タ ） ア ク リ レ ー ト 部 分 、 よ り 好 適 に は メ タ ク リ レ ー ト 部 分 を 含 む 一 価
基 を 含 み 、
　 　 各 Ｒ 5 9 は 独 立 的 な １ 価 ア ル キ ル ま た は ア ル キ ル 基 で あ り 、 ア ル コ ー ル 、 ア ミ ン 、 ケ ト
ン 、 カ ル ボ キ シ ル 酸 ま た は エ ー テ ル 基 で さ ら に 置 換 さ れ て お り 、 好 適 に は 非 置 換 １ 価 ア ル
キ ル ま た は ア ル キ ル 基 、 よ り 好 適 に は メ チ ル に よ り 置 換 で き 、
　 　 Ｒ 6 0 は １ 価 ア ル キ ル ま た は ア ル キ ル 基 で あ り 、 さ ら に ア ル コ ー ル 、 ア ミ ン 、 ケ ト ン 、
カ ル ボ キ シ ル 酸 ま た は エ ー テ ル 基 、 好 適 に は 非 置 換 １ 価 ア ル キ ル ま た は ア ル キ ル 基 、 好 適
に は 異 種 原 子 を 含 む Ｃ 1 - 1 0 脂 肪 族 ま た は 芳 香 族 基 、 よ り 好 適 に は Ｃ 3 - 8 ア ル キ ル 基 、 最 も
好 適 に は ブ チ ル に よ り 置 換 で き 、
　 　 Ｒ 6 1 は 独 立 的 な ア ル キ ル ま た は 芳 香 族 で あ り 、 好 適 に は エ チ ル 、 メ チ ル 、 ベ ン ジ ル 、
フ ェ ニ ル 、 ま た は １ か ら １ ０ ０ の 反 復 Ｓ ｉ － Ｏ ユ ニ ッ ト か ら な る １ 価 シ ロ キ サ ン 連 鎖 で あ
る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 好 適 に は 、 Ｓ ｉ Ｇ Ｍ Ａ タ イ プ モ ノ マ ー で は 、 シ リ コ ン と そ の 付 着 し た 酸 素 は 、 前 記 モ ノ
マ ー の 約 １ ０ 重 量 ％ を 構 成 し 、 よ り 好 適 に は 約 ２ ０ 重 量 ％ を 超 え て 構 成 す る 。 Ｓ ｉ Ｇ Ｍ Ａ
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タ イ プ モ ノ マ ー の 例 と し て 式 Iが あ る 。
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　 こ こ で 置 換 は 、 米 国 特 許 第 ５ ， ９ ９ ８ ， ４ ９ ８ 号 で 定 義 さ れ て お り 、 そ れ を 参 照 と し て
本 明 細 書 に 組 み 込 む 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 適 切 な Ｓ ｉ Ｇ Ｍ Ａ タ イ プ モ ノ マ ー の 詳 細 な 例 と し て 、 ２ － プ ロ ペ ノ イ ッ ク 酸 、 ２ － メ チ
ル － ２ － ヒ ド ロ キ シ － ３ － ［ ３ － ［ １ ， ３ ， ３ ， ３ － テ ト ラ メ チ ル － １ － ［ ト リ メ チ ル シ
リ ル ］ オ キ シ ］ ジ シ ロ キ サ ニ ル ］ プ ロ ポ キ シ ］ プ ロ ピ ル ・ エ ス テ ル 、
【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
お よ び 、 （ ３ － メ タ ク リ ル オ キ シ － ２ － ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル オ キ シ ） プ ロ ピ ル ト リ ス （ ト
リ メ チ ル シ ロ キ シ ） シ ラ ン が あ る 。
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た さ ら な る Ｓ ｉ Ｇ Ｍ Ａ タ イ プ モ ノ マ ー の 例 に は 、 そ れ に 限 定 し な い が 、 （ ３ － メ タ ク
リ ル オ キ シ － ２ － ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル オ キ シ ） プ ロ ピ ル ビ ス （ ト リ メ チ ル シ ロ キ シ ） メ チ
ル シ ラ ン が あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 例 え ば メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト や エ チ ル メ タ ク リ レ ー ト の よ う な 疎 水
性 モ ノ マ ー を ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 組 み 込 ん で 、 意 図 す る 用 途 に 応 じ て 吸 水 性 、 酸 素 透 過 率 そ の
他 の 物 理 的 性 質 を 改 変 で き る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 コ モ ノ マ ー の 量 を 約 ５ ０ 重 量 ％ 未 満 、
好 適 に は 約 ０ ． ５ 重 量 ％ と ４ ０ 重 量 ％ と の 間 に す る こ と が で き る 。 詳 細 な 範 囲 は 、 生 じ た
ヒ ド ロ ゲ ル の 所 望 の 水 分 や 、 選 択 し た モ ノ マ ー お よ び 選 択 し た 希 釈 剤 の 溶 解 度 に 依 存 す る
。 例 え ば 、 コ モ ノ マ ー が Ｍ Ｍ Ａ を 含 む 実 施 例 で は 、 約 ５ 重 量 ％ 未 満 の 量 、 好 適 に は 約 ０ ．
５ と 約 ５ 重 量 ％ の 間 の 量 を 有 益 に 含 め る こ と が で き る 。 他 の 実 施 例 で は 、 コ モ ノ マ ー は Ｇ
Ｍ Ａ を 約 ５ ０ 重 量 ％ ま で 含 む こ と が で き 、 好 適 に は 約 ２ ５ 重 量 ％ と 約 ４ ５ 重 量 ％ の 間 の 量
を 含 む こ と が で き る 。 さ ら に 別 の 実 施 例 で は 、 コ モ ノ マ ー は Ｄ Ｍ Ａ を 約 ５ ０ 重 量 ％ ま で 含
む こ と が で き 、 好 適 に は 約 １ ０ 重 量 ％ と 約 ４ ０ 重 量 ％ の 間 の 量 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 一 部 の 実 施 例 は さ ら に 反 応 開 始 剤 と 連 鎖 移 動 剤 の 使 用 を 含 む こ と が で き る 。 し た が っ て
様 々 な 実 施 例 で 、 限 定 で は な い が 、 熱 に よ り 活 性 化 す る 反 応 開 始 剤 、 Ｕ Ｖ ま た は 可 視 光 の
光 反 応 開 始 剤 な ど 、 お よ び そ の 組 み 合 わ せ を 初 め と す る 、 任 意 の 所 望 の 反 応 開 始 剤 を 使 用
す る こ と を 含 む 。 適 切 な 熱 活 性 化 反 応 開 始 剤 に は 、 ラ ウ リ ル ・ ペ ロ キ サ イ ド （ lauryl per
oxide） 、 ベ ン ゾ イ ル ・ ペ ロ キ サ イ ド 、 イ ソ プ ロ ピ ル ・ 過 炭 酸 （ isopropyl percarbonate
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） 、 ア ゾ ビ シ ソ ブ チ ロ ニ ト リ ル （ azobisisobutyronitrile） 、 ２ ， ２ － ア ゾ ビ シ ソ ブ チ ロ
ニ ト リ ル 、 ２ ， ２ － ア ゾ ビ ス － ２ － メ チ ル ブ チ ロ ニ ト リ ル な ど が あ る 。 好 適 な 反 応 開 始 剤
は 、 ２ ， ２ － ア ゾ ビ ス － ２ － メ チ ル ブ チ ロ ニ ト リ ル （ Ａ Ｍ Ｂ Ｍ ） お よ び ／ ま た は ２ ， ２ －
ア ゾ ビ シ ソ ブ チ ロ ニ ト リ ル （ Ａ Ｉ Ｂ Ｎ ） か ら な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 反 応 開 始 剤 は 反 応 混 合 物 で 有 効 量 、 例 え ば 約 ０ ． １ 重 量 ％ か ら ５ 重 量 ％ 、 好 適 に は １ ０
０ 重 量 部 の 反 応 モ ノ マ ー 当 た り 約 ０ ． １ 重 量 部 か ら 約 ２ 重 量 部 （ parts by weight） を 使
用 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 発 明 の ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ は い く つ か の 方 法 で 形 成 で き る 。 あ る 実 施 例 で は 、 Ｈ Ｅ Ｍ Ａ モ ノ
マ ー と 任 意 所 望 の コ モ ノ マ ー は 、 遊 離 基 重 合 を 介 し て 重 合 す る 。 重 合 は 、 Ｈ Ｅ Ｍ Ａ モ ノ マ
ー と 重 合 中 に 生 じ る ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 溶 解 す る 任 意 の 溶 剤 で 行 な わ れ る 。 Ｈ Ｅ Ｍ Ａ モ ノ マ ー
の 重 合 に 適 し た 溶 剤 に は 、 ア ル コ ー ル 、 グ リ コ ー ル 、 ポ リ オ ー ル 、 芳 香 性 炭 化 水 素 、 エ ー
テ ル 、 エ ス テ ル 、 エ ス テ ル ア ル コ ー ル 、 ケ ト ン 、 ス ル ホ キ シ ド 、 ピ ロ リ ド ン 、 そ の ア ミ ド
混 合 物 な ど が 含 ま れ る 。 特 定 の 溶 剤 に は 、 メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル 、 イ ソ プ ロ パ ノ ー ル 、
１ － プ ロ パ ノ ー ル 、 メ チ ル ラ ク テ ー ト 、 エ チ ル ラ ク テ ー ト 、 イ ソ プ ロ ピ ル ラ ク テ ー ト 、 ド
ワ ノ ー ル （ Dowanol） 範 囲 の 製 品 の よ う な グ リ コ ー ル エ ー テ ル 、 エ ト キ シ プ ロ パ ノ ー ル （ e
thoxypropanol） 、 Ｄ Ｍ Ｆ 、 Ｄ Ｍ Ｓ Ｏ 、 Ｎ Ｍ Ｐ 、 シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン 、 そ の 混 合 物 な ど が 含
ま れ る 。 好 適 な 溶 剤 に は 、 １ つ か ら ４ つ の 炭 素 原 子 を 有 す る ア ル コ ー ル が あ り 、 よ り 好 適
に は エ タ ノ ー ル 、 メ タ ノ ー ル 、 イ ソ プ ロ パ ノ ー ル が あ る 。 モ ノ マ ー を 溶 解 す る た め 、 十 分
な 溶 剤 を 使 用 す る 必 要 が あ る 。 一 般 に 溶 剤 中 、 約 ５ ％ か ら 約 ２ ５ 重 量 ％ の モ ノ マ ー が 適 当
で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 遊 離 基 重 合 は 、 約 ４ ０ ℃ と 約 １ ５ ０ ℃ の 間 の 温 度 で 行 な う こ と が で き る 。 上 限 は 、 使 用
可 能 な 装 置 の 圧 力 の 限 界 と 重 合 の 発 熱 を 処 理 す る 能 力 に よ り 決 め ら れ る 。 下 限 は 、 反 応 開
始 剤 の 最 大 受 容 可 能 な 反 応 時 間 ま た は 性 質 に よ り 決 め る こ と が で き る 。 ほ ぼ 周 囲 圧 力 で の
重 合 に 対 し て 、 所 望 の 変 換 度 合 い を も た ら す の に 必 要 な 時 間 に 対 し て 、 好 適 な 温 度 範 囲 は
約 ５ ０ ℃ と 約 １ １ ０ ℃ の 間 で 、 よ り 好 適 に は 約 ６ ０ ℃ と 約 ９ ０ ℃ の 間 で あ る 。 遊 離 基 重 合
反 応 は 、 比 較 的 早 く 進 行 す る 。 約 ９ ０ ％ か ら 約 ９ ８ ％ の モ ノ マ ー が 、 約 １ 時 間 か ら ６ 時 間
で 反 応 す る 。 よ り 完 全 な 変 換 が 望 ま し い 場 合 （ ９ ９ ％ 超 ） は 、 反 応 を ほ ぼ １ ２ 時 間 か ら 約
３ ０ 時 間 か け て 行 な う こ と が で き 、 よ り 好 適 に は 約 １ ６ か ら 約 ３ ０ 時 間 か け て 行 な う 。 重
合 ス テ ッ プ で 調 合 さ れ た ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ は 多 く の 場 合 、 低 分 子 量 種 を 除 去 す る た め に 分 留 を
経 る た め 、 全 て の 実 施 例 で 、 重 合 過 程 を 高 度 の 変 換 に す る 必 要 は な い 。 圧 力 は 重 要 で は な
く 、 周 囲 圧 力 を 都 合 よ く 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 連 鎖 移 動 剤 を オ プ シ ョ ン で 含 ま せ る こ と が で き る 。 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を
形 成 す る の に 有 用 な 連 鎖 移 動 剤 は 、 約 ０ ． ０ ０ １ を 超 え る 、 好 適 に は ０ ． ２ を 超 え る 、 よ
り 好 適 に は 約 ０ ． ５ を 超 え る 連 鎖 移 動 定 数 値 を 有 す る 。 例 示 的 な 連 鎖 移 動 剤 に は 、 限 定 し
な い が 、 Ｒ － Ｓ Ｈ の 公 式 の 脂 肪 族 チ オ ー ル が 含 ま れ 、 こ こ で Ｒ は 、 Ｃ 1 か ら Ｃ 1 2 の 脂 肪 族
、 ベ ン ジ ル 、 シ ク ロ 脂 肪 族 ま た は Ｃ Ｈ 3 （ Ｃ Ｈ 2 ） X － Ｓ Ｈ 、 こ こ で ｘ は １ か ら ２ ４ 、 ベ ン
ゼ ン 、 ｎ -塩 化 ブ チ ル 、 ｔ -塩 化 ブ チ ル 、 ｎ -臭 化 ブ チ ル （ n-butyl bromide） 、 ２ － メ ル カ
プ ト エ タ ノ ー ル 、 １ － ド デ シ ル ・ メ ル カ プ タ ン 、 ２ － ク ロ ロ ブ タ ン 、 ア セ ト ン 、 酢 酸 、 ク
ロ ロ ホ ル ム 、 ブ チ ル ・ ア ミ ン （ butyl amine） 、 ト リ エ チ ル ア ミ ン 、 ジ － ｎ － ブ チ ル ・ サ
ル フ ァ イ ド （ di-n-butyl sulfide） 、 ジ ス ル フ ィ ド 、 炭 素 テ ト ラ ク ロ ラ イ ド （ carbon tet
rachloride） 、 お よ び 臭 化 物 （ bromide） な ど と そ の 組 合 せ が あ る 。 一 般 に 、 モ ノ マ ー 製
剤 の 総 重 量 に 基 づ く 約 ０ か ら 約 ７ 重 量 ％ が 使 用 さ れ る 。 好 適 に は 、 ド デ カ ネ チ オ ー ル （ do
decanethiol） 、 デ カ ネ チ オ ー ル （ decanethiol） 、 オ ク タ ネ チ オ ー ル （ octanethiol） 、
メ ル カ プ ト エ タ ノ ー ル （ mercaptoethanol） あ る い は そ の 組 み 合 わ せ が 連 鎖 移 動 剤 と し て
使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
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　 一 部 の 実 施 例 で は 、 連 鎖 移 動 剤 な し に ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 重 合 す る こ と が 好 ま し い 。 し た が
っ て 一 部 の 実 施 例 で は ア ル コ ー ル 、 好 適 に は １ か ら ４ の 炭 素 元 素 を 有 す る ア ル コ ー ル を 溶
剤 と し て 使 用 で き 、 溶 剤 は 好 適 に は メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル 、 イ ソ プ ロ パ ノ ー ル お よ び そ
の 混 合 物 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 遊 離 基 重 合 で 形 成 さ れ る ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ は 、 本 発 明 で 直 接 使 用 す る に は 高 す ぎ る 多 分 散 性
を 有 し て い る 。 こ れ は 、 重 要 な 終 結 反 応 が ２ つ の 成 長 す る ポ リ マ ー 鎖 の 組 み 合 わ せ で あ る
プ ロ セ ス の 反 応 力 学 に よ り 生 じ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 形 成 す る に は 、
遊 離 基 重 合 を 使 用 す る 際 、 分 留 の 前 ま た は 後 に ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 精 製 し 、 所 望 の 範 囲 外 の 分
子 量 を 有 す る ポ リ マ ー を 除 去 す る 必 要 が あ る 。 分 子 量 に 基 づ い て 材 料 を 分 離 で き る 任 意 の
方 法 を 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 溶 剤 /非 溶 剤 を 使 用 し た 分 留 を 使 用 で き る 。 Ｈ Ｅ Ｍ Ａ コ ポ リ マ ー の 非 溶 剤 へ の 滴 的 な 添
加 を 介 し た 析 出 を 介 し た Ｈ Ｅ Ｍ Ａ コ ポ リ マ ー の 精 製 は 、 米 国 特 許 第 ４ ， ９ ６ ３ ， １ ５ ９ 号
に 記 載 さ れ て い る 。 析 出 し た Ｈ Ｅ Ｍ Ａ コ ポ リ マ ー は 次 に 溶 剤 で 溶 解 し て 、 重 合 し て い な い
モ ノ マ ー が 実 質 的 に な い 溶 液 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 溶 液 と 非 溶 液 は ハ ン セ ン 可 溶 性 パ ラ メ ー タ を 元 に 選 択 し て 、 望 ま し く な い 高 分 子 量 ポ リ
Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 除 去 し 、 本 発 明 の ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 形 成 で き る 。 ハ ン セ ン 可 溶 性 パ ラ メ ー タ は 、
ポ リ マ ー と 液 体 の 相 互 作 用 を 記 述 し 、 そ れ ぞ れ の 溶 剤 と ポ リ マ ー に は 、 そ れ ら の 相 互 作 用
を 記 述 す る １ 組 の ３ つ の パ ラ メ ー タ δ H ， δ P ， δ D を 割 り 当 て る こ と が で き る 。 ３ つ の パ
ラ メ ー タ の そ れ ぞ れ の 組 は 、 ３ 次 元 可 溶 性 空 間 の ポ イ ン ト を 定 義 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ が 溶 解 す る と 、 生 じ る 分 離 混 合 物 の 少 な く と も 一 つ の 可 溶 性 パ ラ メ ー タ を
削 減 す る （ 元 に 向 か っ て 移 動 す る ） 非 溶 剤 は 、 所 望 の 度 合 い の 高 分 子 量 材 料 の 析 出 が 得 ら
れ る ま で 、 溶 解 し た ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ 溶 液 に 徐 々 に 加 え ら れ る 。 ３ つ の 全 て の 可 溶 性 パ ラ メ ー
タ を 減 ら す 必 要 は な い 。 多 く の 実 施 例 で は 、 パ ラ メ ー タ δ H の よ う な 一 つ の パ ラ メ ー タ を
減 ら す だ け で 十 分 で あ る 。 他 の 実 施 例 で は 、 パ ラ メ ー タ δ H と δ P の 両 方 を 減 ら す の が 有 利
で あ る 。 し ば し ば 溶 剤 パ ラ メ ー タ の 驚 く ほ ど 小 さ い 削 減 （ 約 ２ か ら 約 ５ ユ ニ ッ ト ほ ど の 小
さ い ） に よ り 所 望 の 分 離 が 与 え ら れ る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 非 溶 剤 は 、 約 ９ ０ ， ０ ０ ０ よ り 大 き な ピ ー ク 分 子 量 を 有 す る ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ の 選 択 的 な 析
出 を 確 実 に 行 な う た め 、 少 な く と も 一 つ の パ ラ メ ー タ を 減 ら さ な け れ ば な ら な い 。 非 溶 剤
が 分 離 混 合 物 の 可 溶 性 パ ラ メ ー タ を 増 や す と 、 析 出 は は る か に 少 な い 分 子 量 の 関 数 と な り
、 所 望 の 分 子 量 範 囲 内 の ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ は 失 わ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 析 出 の 量 と 速 度 は 、 分 離 が 行 な わ れ る 温 度 や 、 非 溶 剤 の 可 溶 性 パ ラ メ ー タ 、 非 溶 剤 が 添
加 さ れ る 際 の 速 度 、 お よ び 非 溶 剤 の 適 切 な 混 合 が 行 な わ れ る か ど う か に よ り 変 化 す る 。 遊
離 重 合 に よ り 生 成 さ れ る ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ の 分 子 量 に よ り 、 析 出 さ れ る ポ リ マ ー の 量 は 、 高 分
子 量 ポ リ マ ー の 所 望 の 除 去 を 得 る た め 、 溶 液 中 の ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ 合 計 の 約 ５ ％ か ら 約 ５ ０ ％
の 間 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 高 分 子 量 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ は 溶 剤 /非 溶 剤 混 合 物 か ら 析 出 し 、 ろ 過 、 遠 心 力 な ど の 従 来 手 段
で 分 離 で き る 。 さ ら な る 分 離 が 望 ま し い 場 合 は 、 上 述 の よ う に 溶 剤 パ ラ メ ー タ を さ ら に 下
げ る こ と で 分 留 を 反 復 で き る 。 再 び 、 溶 液 か ら 分 離 し 、 除 去 で き る の は 、 主 に 、 最 も 高 い
分 子 量 を 持 つ 材 料 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 所 望 に よ り 選 択 的 に 除 去 さ れ る 高 分 子 量 の ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ は 、 溶 液 内 で 高 い 粘 性 を 有 す る
。 こ れ は あ る 場 合 に は 、 上 述 の 方 法 を 使 用 す る 際 に 、 分 離 が 非 常 に 難 し く な る こ と が あ る
。 し た が っ て 本 発 明 は 、 ポ リ マ ー 溶 液 が 分 子 量 範 囲 に し た が っ て ２ つ の 液 相 に 分 離 す る よ
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う に 、 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ の 均 一 な 溶 液 を わ ず か に 冷 却 す る 別 の 分 留 方 法 を 提 供 す る 。 こ の 方 法
は 以 下 の ス テ ッ プ を 含 む 。
　 １ ． ハ ン セ ン 可 溶 性 範 囲 を 使 用 し た 溶 剤 お よ び 上 記 で 限 定 し た 範 囲 内 で 、 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ
溶 液 を 作 成 す る 。
　 ２ ． 溶 液 の サ ン プ ル が 非 均 一 に な り 二 つ の 相 に 分 離 す る ま で 溶 液 の サ ン プ ル を 冷 却 す る
こ と で 、 溶 液 の 分 離 温 度 Ｔ ｓ を 判 定 す る 。 最 初 の 分 離 傾 向 ま た は 汚 濁 が 見 ら れ る と き の 温
度 が Ｔ ｓ で あ る 。
　 ３ ． ２ つ の 相 が 形 成 さ れ る Ｔ ｓ 未 満 の 温 度 に 溶 液 を 冷 却 す る 。
　 ４ ． ２ つ の 相 を 分 離 す る 。 低 い 相 は 最 も 高 い 分 子 量 材 料 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 上 記 の 方 法 を 使 用 し て 、 ま ず 高 分 子 量 の ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 除 去 し 、 次 に 所 望 の 範 囲 よ り も
低 い 分 子 量 の ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 除 去 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 例 え ば 、 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ /
溶 剤 混 合 物 を Ｔ ｓ よ り 数 度 低 く な る ま で 冷 却 し て ２ つ の 相 に 分 離 し 、 低 お よ び 中 分 子 量 の
ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 含 む 上 相 を サ イ フ ォ ン で 移 し 、 低 温 ま で 冷 却 し て 二 回 目 の 分 離 を 行 い 、 低
い 限 度 の 留 分 の 薄 い 溶 液 で あ る 第 ２ の 上 相 を サ イ フ ォ ン で 移 し 、 所 望 の 低 多 分 散 性 の ポ リ
Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 主 に 含 む 第 ２ の 低 相 を 作 る 。 第 ２ の 低 相 内 の ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ は 、 か な り 削 減 し た
量 の 、 高 お よ び 低 分 子 量 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 多 く の 応 用 で は 、 こ の 第 ２ の 低 相 か ら 得 ら れ た ポ リ マ ー を 直 接 使 用 で き る 。 上 述 の 過 程
を 繰 り 返 す こ と で 、 さ ら な る 分 留 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 溶 剤 を 適 切 に 選 択 す る こ と で 、 Ｔ ｓ に 影 響 を 与 え る こ と が で き る 。 例 え ば 、 イ ソ プ ロ パ
ノ ー ル 内 の ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ 溶 液 は 、 溶 剤 が エ タ ノ ー ル の 溶 液 よ り も 高 い Ｔ ｓ を 有 す る 。 溶 剤
の 混 合 物 を 使 用 す る こ と で 、 最 良 の 分 離 を 得 る こ と の で き る 温 度 の 細 か い 調 整 が 可 能 で あ
る 。 Ｔ ｓ に 基 づ く 分 留 に 有 用 な 適 切 な 溶 剤 に は 、 低 い δ H と δ P パ ラ メ ー タ 、 好 適 に は 約 ４
未 満 の δ H ， 約 ６ 未 満 の δ P を 有 す る 溶 剤 を 含 む 。 具 体 例 と し て ヘ キ サ ン と ヘ プ タ ン が あ る
。 こ れ は 、 高 分 子 量 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ が 既 に 除 去 さ れ た 溶 液 か ら 下 限 の 材 料 を 除 去 す る の が 目
的 の 場 合 に 有 用 で あ る 。 更 新 し た 分 離 を 得 る た め に は 、 約 ５ ℃ か ら 約 １ ０ ℃ な ど の 室 温 よ
り も は る か に 低 い 温 度 を 使 用 す る こ と が し ば し ば 要 求 さ れ る 。 そ の よ う な 場 合 、 例 え ば 、
ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ 溶 液 が 例 え ば 周 囲 温 度 と 約 ５ ０ ℃ の 間 の 液 体 に 留 ま る よ う に 、 分 離 温 度 を よ
り 実 用 レ ベ ル に 上 げ る わ ず か な 量 の 溶 剤 を 添 加 す る の が 実 用 的 な こ と が あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 Ｔ ｓ は さ ら に 、 溶 液 中 の ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ の 濃 度 と 多 分 散 性 に よ り 影 響 を 受 け る 。 例 え ば 、
高 お よ び 低 分 子 量 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 除 去 す る と 、 溶 液 中 で 最 初 の よ り 多 分 散 性 の 高 い 材 料 よ
り も 高 い Ｔ ｓ を も た ら す ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 生 じ る 。 さ ら に 低 い 濃 度 に 希 釈 す る こ と で 、 高 温
で の 分 離 に つ な が る 。 こ の 理 由 と し て 、 低 分 子 量 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ 連 鎖 の 所 定 の 濃 度 は 、 溶 液
中 で よ り 長 い 連 鎖 を 維 持 す る 役 に 立 つ と い う こ と が あ り 得 る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ポ リ マ ー 濃 度 、 溶 剤 の 選 択 、 分 離 温 度 の 操 作 に よ り 、 ２ つ の 相 の 間 の 体 積 割 合 、 な ら び
に そ れ ぞ れ の ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ 濃 度 に 影 響 を 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 分 留 に 適 し た 温 度 範 囲 は 、 約 5℃ か ら 約 50℃ が 含 ま れ る 。 適 切 な 静 置 時 間 は 約 １ 時 間 か
ら 約 ７ 日 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 高 分 子 量 材 と 共 に 排 出 さ れ る ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ の 量 は 、 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ の 約 １ ０ 重 量 ％ か ら 約
５ ０ 重 量 ％ と す べ き で あ る 。 低 分 子 量 留 分 の 約 ５ 重 量 ％ か ら 約 ４ ０ 重 量 ％ の 除 去 が し ば し
ば 実 用 的 で あ り 、 高 お よ び 低 分 子 量 材 料 の 除 去 後 の 、 低 い 多 分 散 性 を 有 す る ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ
の 収 量 は 、 最 初 の 量 の 約 １ ０ ％ か ら 約 ９ ０ ％ で 、 好 適 に は 約 ３ ０ ％ か ら 約 ８ ０ ％ で あ っ て
よ い 。 し か し 、 遊 離 基 重 合 に よ り 生 成 さ れ た ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ は 比 較 的 廉 価 で 、 分 留 し た 材 料
は 多 く の 応 用 で 高 い 価 値 を も つ の で 、 収 量 の 減 少 は あ ま り 考 慮 さ れ な い 。
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【 ０ ０ ８ ３ 】
　 好 適 な ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ で は 、 約 １ ５ ， ０ ０ ０ 未 満 の 分 子 量 の ポ リ マ ー 分 子 の 量 は 約 １ ０ ％
未 満 で 、 好 適 に は 約 ５ ％ 未 満 で 、 よ り 好 適 に は 約 ２ ％ 未 満 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 分 留 方 法 は 柔 軟 性 が あ り 、 特 定 の ポ リ マ ー の 性 質 に し た が っ て 適 合 で き る こ と は 、 説 明
や 例 示 か ら 明 ら か で あ ろ う 。 所 望 の 度 合 い の 多 分 散 性 を 得 る た め に 必 要 な 条 件 は 、 上 記 の
開 示 を 使 用 し た 単 純 で 小 規 模 の 実 験 に よ り 容 易 に 決 定 で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 適 切 な 温 度 範 囲 は 約 ５ ℃ か ら 約 ５ ０ ℃ で あ る 。 適 切 な 静 置 時 間 は 、 約 １ 時 間 と 約 ７ 日 の
間 ま で の 間 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 遊 離 基 の 重 合 と そ の 後 の 分 留 に よ り 作 成 さ れ た ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ の １ つ の 重 要 な 利 点 は 、 重
合 で 使 用 さ れ る 反 応 開 始 剤 そ の 他 の 添 加 物 は 長 年 に わ た っ て 使 用 さ れ て お り 、 そ の 毒 性 は
周 知 で 十 分 説 明 さ れ て い る こ と で あ る 。 こ れ は ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ 、 架 橋 可 能 プ レ ポ リ マ ー ま た
は 生 じ る ヒ ド ロ ゲ ル が 医 療 応 用 で 使 用 さ れ る 場 合 は 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ か ら 低 分 子 量 留 分 の み が 除 去 さ れ る 。 こ れ は 上 述 の 溶
剤 /非 溶 剤 プ ロ セ ス に よ り 行 な う こ と が で き る 。 好 適 な 実 施 例 で は 、 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 機 能
化 し た 後 の 洗 浄 ス テ ッ プ 中 に 、 低 分 子 量 材 料 が 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 本 発 明 の ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ は さ ら に 、 Ｔ Ｅ Ｍ Ｐ Ｏ タ イ プ 重 合 、 Ａ Ｔ Ｒ Ｐ
（ 原 子 移 動 ラ ジ カ ル 重 合 ） 、 Ｇ Ｔ Ｐ （ 基 移 動 重 合 ） 、 Ｒ Ａ Ｆ Ｔ （ 可 逆 性 添 加 ― 分 断 鎖 移 動
重 合 （ Reversible addition-fragmentation chain transfer polymerization） ） な ど の
、 非 イ オ ン 化 重 合 ま た は 制 御 下 遊 離 基 重 合 に よ り 直 接 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 上 述 の 過 程 の 全 般 的 な 条 件 は 周 知 で 、 「 制 御 下 基 重 合 （ Controlled Radical Polymeriz
ation） 」 ク シ シ ュ ト ・ マ ジ ャ ツ ス キ （ Krzysztof Matyjaszewski） （ 編 集 者 ） 、 Ａ Ｃ Ｓ シ
ン ポ ジ ウ ム 集 ６ ８ ５ 、 全 米 化 学 協 会 、 ワ シ ン ト ン Ｄ Ｃ 、 １ ９ ９ ８ 年 、 に 開 示 さ れ て い る 。
例 え ば 非 イ オ ン 化 重 合 に つ い て 、 所 望 の シ リ ル 保 護 モ ノ マ ー は Ｔ Ｈ Ｆ 溶 液 の よ う な 適 切 な
溶 剤 で 溶 解 す る 。 反 応 は 、 １ ， １ － ジ フ ェ ニ ル ヘ キ シ ル リ チ ウ ム な ど の 周 知 の 反 応 開 始 剤
を 開 始 剤 と し て 使 用 し て 、 約 -６ ０ ℃ と － ９ ０ ℃ の 間 の 低 温 で 行 な う 。 重 合 は 、 限 定 で は
な い が 、 脱 気 メ タ ノ ー ル な ど の 従 来 の 手 段 に よ り 終 わ ら せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 特 定 の 分 子 量 範 囲 と 多 分 散 性 を 有 す る ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ 成 分 を 使 っ て 、 十 分 に 定 義 さ れ た 多
分 散 性 と 分 子 量 を 有 す る 架 橋 可 能 プ レ ポ リ マ ー を 作 る こ と が で き る 。 一 例 と し て 、 架 橋 可
能 プ レ ポ リ マ ー は 、 Ｕ Ｖ に よ り 非 常 に 短 時 間 に 架 橋 で き 、 従 来 の 方 法 で は 得 ら れ な い 非 常
に 望 ま し い 性 質 を 備 え た コ ン タ ク ト レ ン ズ を 形 成 す る ア ク リ ル 基 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 架 橋 可 能 な 官 能 基 を 付 着 す る こ と で ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 機 能 化 し て 架 橋
可 能 プ レ ポ リ マ ー を 形 成 す る 。 一 般 に 、 官 能 基 は プ レ ポ リ マ ー に 、 架 橋 し て 架 橋 可 能 プ レ
ポ リ マ ー ま た は ヒ ド ロ ゲ ル を 形 成 す る 能 力 を 与 え る 。 架 橋 可 能 な 官 能 基 を 提 供 す る 適 切 な
反 応 物 は 、 Ａ － Ｓ － Ｆ の 構 造 を 有 し 、 Ａ は ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ 内 の ヒ ド ロ キ シ ル 基 と 共 有 結 合 を
形 成 で き る 付 着 基 で あ り 、 Ｓ は ス ペ ー サ 、 Ｆ は エ チ レ ン 的 に 不 飽 和 の 部 分 を 含 む 官 能 基 で
あ る 。 適 切 な 付 着 基 の Ａ に は 、 塩 化 物 、 イ ソ シ ア ネ ー ト 、 酸 、 酸 無 水 物 、 酸 塩 化 物 、 エ ポ
キ シ 、 ア ザ ラ ク ト ン （ azalactones） 、 そ の 組 み 合 わ せ な ど が あ る 。 好 適 な 付 着 基 に は 、
酸 無 水 物 が あ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ス ペ ー サ は 、 直 接 結 合 、 １ か ら ８ の 炭 素 原 子 、 好 適 に は １ か ら ４ 炭 素 原 子 を 有 す る 直 鎖
、 分 枝 ま た は 環 状 ア ル キ ル ま た は ア リ ー ル 基 、 あ る い は － （ Ｃ Ｈ 2 － Ｃ Ｈ 2 － Ｏ ） n － の 式
の ポ リ エ ー テ ル チ ェ ー ン と す る こ と が で き る 。 こ こ で ｎ は １ と ８ の 間 で あ り 、 好 適 に は １
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と ４ の 間 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 適 切 な 官 能 基 は 、 遊 離 基 の 重 合 可 能 な エ チ レ ン 的 に 不 飽 和 の 部 分 を 含 む 。 適 切 な エ チ レ
ン 的 に 不 飽 和 な 基 は 以 下 の 式 を 有 す る 。
　 － Ｃ (Ｒ 1 0 )＝ Ｃ Ｒ 1 1 Ｒ 1 2

こ こ で 、 Ｒ 1 0 ， Ｒ 1 1 ， Ｒ 1 2 は 、 Ｈ 、 Ｃ 1 - 6 ア ル キ ル 、 カ ル ボ ニ ル 、 ア リ ー ル お よ び ハ ロ ゲ
ン か ら 独 立 的 に 選 択 さ れ る 。 好 適 に は 、 Ｒ 1 0 ， Ｒ 1 1 ， Ｒ 1 2 は 、 Ｈ 、 メ チ ル 、 ア リ ー ル 、 カ
ル ボ ニ ル か ら 独 立 的 に 選 択 さ れ 、 一 部 の 実 施 例 で は よ り 好 適 に は 、 Ｈ お よ び メ チ ル か ら 選
択 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 好 適 な 反 応 物 に は 、 メ タ ク リ ル 酸 塩 化 物 （ methacrylic acid chloride） 、 ２ － イ ソ シ
ア ネ ー ト エ チ ル ア ク リ レ ー ト 、 イ ソ シ ア ナ ー ト エ チ ル ・ メ タ ク リ レ ー ト （ Ｉ Ｅ Ｍ ） 、 ク リ
シ ジ ル ・ メ タ ク リ レ ー ト 、 桂 皮 酸 塩 化 物 （ cinnamic acid chloride） 、 メ タ ク リ ル 酸 無 水
物 （ methacrylic acid anhydride） 、 ア ク リ ル 酸 無 水 物 、 ２ － ビ ニ ル ー ４ － ジ メ チ ル ア ザ
ラ ク ト ン が あ る 。 メ タ ク リ ル 酸 無 水 物 が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ に 付 着 す る 架 橋 可 能 な 官 能 基 の 適 切 な 量 は 、 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ の 得 ら れ る ヒ ド
ロ キ シ ル 基 の 量 に 基 づ く 化 学 量 論 ベ ー ス で 約 １ ％ か ら 約 ２ ０ ％ で 、 好 適 に は 約 １ ． ５ ％ か
ら 約 １ ０ ％ 、 最 も 好 適 に は 約 ２ ％ か ら 約 ５ ％ で あ る 。 機 能 化 の 度 合 い は 、 不 飽 和 基 の 判 定
、 ま た は 、 機 能 反 応 物 と ポ リ マ ー 間 の 結 合 の 加 水 分 解 な ど を 行 い 、 そ の 後 Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ に よ り
解 放 さ れ た 酸 を 判 定 す る 周 知 の 方 法 で 測 定 で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 選 択 し た 付 着 基 (attaching group)に よ り 、 従 来 の 触 媒 を 伴 っ て 、 ま た は 伴 わ ず に 機 能
化 (functionalization)を 行 な う こ と が で き る 。 適 切 な 溶 剤 に は 、 選 択 し た 反 応 条 件 で ポ
リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 溶 解 で き る 極 性 の 中 性 溶 剤 が あ る 。 適 切 な 溶 剤 の 例 と し て 、 ジ メ チ ル ホ ル ム
ア ミ ド （ Ｄ Ｍ Ｆ ） 、 ヘ キ サ メ チ ル ホ ス ホ ル ト リ ア ミ ド （ Ｈ Ｍ Ｐ Ｔ ） 、 ジ メ チ ル ス ル ホ キ シ
ド （ Ｄ Ｍ Ｓ Ｏ ） 、 ピ リ ジ ン 、 ニ ト ロ メ タ ン 、 ア セ ト ニ ト リ ル 、 ジ オ キ サ ン 、 テ ト ラ ヒ ド ロ
フ ラ ン （ Ｔ Ｈ Ｆ ） お よ び Ｎ ― メ チ ル ピ ロ リ ド ン （ Ｎ Ｍ Ｐ ） が あ る 。 好 適 な 溶 剤 に は 、 ホ ル
ム ア ミ ド 、 Ｄ Ｍ Ｆ 、 Ｄ Ｍ Ｓ Ｏ 、 ピ リ ジ ン 、 Ｎ Ｍ Ｐ 、 お よ び 、 Ｔ Ｈ Ｆ が あ る 。 Ｉ Ｅ Ｍ を 使 用
す る 際 は 、 触 媒 は ス ズ 触 媒 で 、 好 適 に は ジ ブ チ ル ・ ス ズ ・ ジ ラ ウ レ ー ト (dibutyl tin dil
aurate)で あ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 機 能 化 反 応 混 合 物 は さ ら に 、 機 能 化 に よ り 作 ら れ た 部 分 (moieties)と 反 応 で き る  不 純
物 除 去 剤 (scavenger)を 含 む こ と が で き る 。 例 え ば 酸 無 水 物 を 付 着 基 と し て 使 用 す る 場 合
、 生 成 さ れ る カ ル ボ キ シ ル 基 と 反 応 す る た め 、 三 級 ア ミ ン 、 非 プ ロ ト ン 性 窒 素 を 有 す る 複
素 環 式 化 合 物 、 ま た は 、 他 の ル イ ス 塩 基 、 の 少 な く と も 一 つ を 含 む こ と が 有 益 で あ る 。 適
切 な 三 級 ア ミ ン に は 、 ピ リ ジ ン 、 ト リ エ チ レ ン ジ ア ミ ン (triethylenediamine)、 ト リ エ チ
ル ア ミ ン が あ り 、 ト リ エ チ ル ア ミ ン が 好 適 で あ る 。 ト リ エ チ ル ア ミ ン が 含 ま れ て い れ ば 、
３ 級 ア ミ ン は 、 わ ず か な モ ル 超 過 分 （ 約 １ ０ ％ ） で 含 ま れ る こ と が で き る 。 好 適 な 実 施 例
で は 、 溶 剤 は Ｎ Ｍ Ｐ で 、 反 応 物 は メ タ ク リ ル 酸 無 水 物 、 ア ク リ ル 酸 無 水 物 ま た は そ れ ら の
混 合 物 で 、 ト リ エ チ ル ア ミ ン が 存 在 す る 。 最 も 好 適 な 反 応 物 は 、 メ タ ク リ ル 酸 無 水 物 で あ
る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 反 応 は ほ ぼ 室 温 で 行 な う こ と が で き る 。 各 官 能 基 は 、 当 業 者 に は 理 解 さ れ る 特 定 の 温 度
範 囲 を 必 要 と す る 。 そ の 範 囲 は 約 ０ ℃ か ら ５ ０ ℃ で 、 好 適 に は 約 ５ ℃ と 約 ４ ５ ℃ が 適 当 で
あ る 。 周 囲 圧 力 を 使 用 で き る 。 例 え ば 、 架 橋 可 能 な 官 能 基 が 酸 無 水 物 の 場 合 、 機 能 化 は 約
５ ℃ と 約 ４ ５ ℃ の 間 の 温 度 で 、 約 ２ ０ 時 間 か ら 約 ８ ０ 時 間 の 範 囲 の 時 間 を か け て 行 な わ れ
る 。 そ れ ら 特 定 範 囲 外 は 、 選 択 さ れ た 時 間 と 温 度 の バ ラ ン ス を 取 る こ と で 許 容 さ れ る こ と
が 当 業 者 に は 理 解 さ れ よ う 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
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　 反 応 を 行 な っ て 、 上 記 の 分 子 量 と 多 分 散 性 を 有 す る ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ の バ ッ ク ボ ー ン (backb
one)を 備 え た 架 橋 可 能 プ レ ポ リ マ ー を 生 成 す る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 架 橋 可 能 な 側 鎖 を 付 着 す る の と は 別 に 、 他 の 側 鎖 は 、 限 定 で は な い が 、 架 橋 的 な 薬 化 学
活 動 な ど の 光 反 応 開 始 剤 を 初 め と す る 追 加 の 機 能 性 を 提 供 で き る 。 さ ら に 他 の 官 能 基 は 、
架 橋 さ れ た ゲ ル を 分 析 診 断 応 用 で 使 用 す る と き に 特 定 の 化 合 物 と 結 合 で き 、 お よ び ／ ま た
は 反 応 で き る 部 分 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 架 橋 可 能 プ レ ポ リ マ ー を 形 成 す る と 、 実 質 的 に 全 て の 無 反 応 の 反 応 物 と 副 生 成 物 を 除 去
す べ き で あ る 。 「 実 質 的 に 全 て の 」 と い う こ と は 、 洗 浄 後 に 約 ０ ． １ 重 量 ％ 未 満 し か 残 留
し な い と い う こ と を 意 味 す る 。 こ れ は 超 ろ 過 な ど の 従 来 の 手 段 に よ り 行 な う こ と が で き る
。 し か し 本 発 明 で は 、 プ レ ポ リ マ ー を 水 で 膨 潤 し 、 水 で リ ン ス し て 、 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 調 製
す る の に 使 用 さ れ る 単 量 体 、 低 重 合 体 、 ま た は 、 重 合 開 始 化 合 物 、 お よ び 触 媒 、 な ら び に
、 架 橋 可 能 プ レ ポ リ マ ー の 調 製 中 に 形 成 さ れ た 副 生 成 物 を 含 む 実 質 的 に 全 て の 望 ま し く な
い 成 分 を 除 去 す る こ と に よ り 、 架 橋 可 能 プ レ ポ リ マ ー を 精 製 す る こ と が で き る 。 洗 浄 は 脱
イ オ ン 水 で 行 い 、 架 橋 可 能 プ レ ポ リ マ ー 粒 子 の 体 積 の 割 合 に 対 し て 大 き な 表 面 を も た ら す
よ う に 条 件 を 選 択 す る 。 こ れ は 、 架 橋 可 能 プ レ ポ リ マ ー を 凍 結 乾 燥 す る こ と 、 架 橋 可 能 プ
レ ポ リ マ ー か ら 薄 膜 を 造 る こ と 、 架 橋 可 能 プ レ ポ リ マ ー を 棒 状 に 押 出 成 型 す る こ と 、 架 橋
可 能 プ レ ポ リ マ ー 溶 液 を 脱 イ オ ン 水 に 噴 霧 に す る こ と 、 お よ び 、 そ の 他 の 同 様 の 方 法 で 行
な う こ と が で き 、 当 業 者 に は 周 知 で あ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 洗 浄 は 室 温 で 、 約 ３ か ら 約 ５ 回 の 水 に わ け て 取 替 え る こ と で 行 な う こ と が で き 、 水 の 取
替 え る 間 の 均 衡 時 間 は 、 約 ５ ０ ℃ 未 満 の 高 い 温 度 で 洗 浄 （ 抽 出 ） す る こ と で 短 縮 で き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 こ の プ ロ セ ス は 従 来 技 術 の 方 法 に 勝 る 数 々 の 利 点 が あ る 。 水 は 貯 蔵 お よ び 使 用 の 際 に 浸
出 す る 不 純 物 を 除 去 し 、 最 終 使 用 に 適 し た 純 粋 な 材 料 が 生 成 さ れ た と い う 自 信 を 提 供 す る
。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 好 適 な 範 囲 外 の 多 分 散 性 を 有 す る 非 分 留 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ 、 ま た は 、 高
分 子 材 料 だ け が 除 去 さ れ た ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 機 能 化 し 、 機 能 化 し た 材 料 を 大 量 の 水 で 繰 り 返
し 洗 浄 し て 、 反 応 物 と 低 分 子 量 の ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 除 去 す る 。 こ の 方 法 に よ り 、 ２ ． ０ 未 満
、 好 適 に は １ ． ７ 未 満 、 お よ び 、 よ り 好 適 に は １ ． ５ 未 満 の よ う な 、 低 い 多 分 散 性 の 非 常
に 純 粋 な 機 能 化 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 得 る こ と が 出 来 る 。 こ の 方 法 で 得 ら れ た 機 能 化 架 橋 可 能 ポ
リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ は 、 約 １ ５ ， ０ ０ ０ よ り 小 さ い 分 子 量 の ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を １ ０ ％ 未 満 、 好 適 に は
５ ％ 未 満 、 お よ び 、 よ り 好 適 に は ２ ％ 未 満 含 む 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 小 さ い 分 子 を 除 去 す る 範 囲 は 、 機 能 化 の 度 合 い と 意 図 す る 用 途 に 依 存 す る 。 好 適 に は 硬
化 中 、 全 て の ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ 分 子 は 、 少 な く と も ２ つ の 共 有 結 合 に よ り ポ リ マ ー ネ ッ ト ワ ー
ク に 結 合 す べ き で あ る 。 機 能 化 と 硬 化 の 統 計 的 な 性 質 に よ り 、 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ 分 子 が 一 つ だ
け の 共 有 結 合 あ る い は 全 く な し に ポ リ マ ー ネ ッ ト ワ ー ク に 結 合 す る 確 率 は 、 ピ ー ク 分 子 量
の 減 少 お よ び 機 能 化 の 度 合 い の 減 少 と 共 に 増 大 す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 機 能 化 を 下 げ る に は 、 比 較 的 多 く の 低 分 子 量 材 料 を 除 去 す べ き で あ る 。 正 確 な 量 は 、 除
去 お よ び 機 械 的 な 性 質 を 比 較 す る 実 験 に よ り 、 容 易 に 決 定 で き る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 架 橋 可 能 プ レ ポ リ マ ー を 精 製 す る と 、 水 で 置 換 可 能 な 希 釈 剤 で 溶 解 し 、 粘 性 溶 液 を 作 る
。 希 釈 剤 は 、 架 橋 可 能 な 機 能 化 ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ プ レ ポ リ マ ー を 溶 解 で き 、 架 橋 反 応 ま た は 硬
化 が 生 じ る 媒 体 と し て 機 能 す べ き で あ る 。 他 の 全 て の 関 連 で 、 希 釈 剤 は 非 反 応 的 で あ る べ
き で あ る 。 適 切 な 希 釈 剤 に は 、 ６ ５ ℃ 未 満 で 、 粘 性 溶 液 の 合 計 重 量 を 元 に し て 、 架 橋 可 能
プ レ ポ リ マ ー を 、 約 ３ ０ 重 量 ％ と 約 ６ ０ 重 量 ％ の 間 で 、 溶 解 で き る も の が 含 ま れ る 。 具 体
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例 に は 、 １ か ら ４ の 炭 素 原 子 を 有 す る ア ル コ ー ル が あ り 、 好 適 に は メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー
ル 、 プ ロ パ ノ ー ル 、 お よ び そ れ ら の 混 合 物 が あ る 。 総 希 釈 剤 の 約 ５ ０ ％ 未 満 の よ う な 少 な
い 量 で 、 共 希 釈 剤 と し て 水 を 使 用 で き る 。 ヒ ド ロ ゲ ル に 対 し て は 、 最 終 的 な ヒ ド ロ ゲ ル に
存 在 す る 水 の 量 に 近 い ま た は 等 し い 量 の 希 釈 剤 を 架 橋 可 能 プ レ ポ リ マ ー に 添 加 す べ き で あ
る 。 生 じ る 粘 性 溶 液 の 約 ４ ０ 重 量 ％ か ら 約 ７ ０ 重 量 ％ と な る 希 釈 剤 が 受 容 で き る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 粘 性 溶 液 は 、 ２ ５ ℃ で 約 ５ ０ ， ０ ０ ０ ｃ ｐ ｓ か ら 約 １ ｘ １ ０ 7 ｃ ｐ ｓ 、 好 適 に
は ２ ５ ℃ で 約 １ ０ ０ ， ０ ０ ０ ｃ ｐ ｓ か ら 約 １ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０ ｃ ｐ ｓ 、 お よ び 、 よ り 好 適
に は ２ ５ ℃ で 約 １ ０ ０ ， ０ ０ ０ ｃ ｐ ｓ か ら 約 ５ ０ ０ ， ０ ０ ０ ｃ ｐ ｓ の 粘 度 を 有 す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 希 釈 剤 も 、 物 品 の 意 図 す る 最 終 用 途 に 対 し て 安 全 で あ る こ と が 好 ま し い 。 し た が っ て 例
え ば 、 形 成 さ れ た 物 品 が コ ン タ ク ト レ ン ズ の 場 合 、 溶 剤 も 眼 球 に 接 触 し て も 安 全 で 、 目 に
対 し て 融 和 性 が あ る こ と が 好 ま し い 。 こ れ は 、 使 用 前 に 、 生 成 さ れ た 物 品 か ら 除 去 さ れ な
い か 、 ま た は 部 分 的 に し か 除 去 さ れ な い 希 釈 剤 の 場 合 、 特 に 重 要 で あ る 。 生 成 さ れ た 物 品
か ら 蒸 発 し な い 希 釈 剤 は 、 粘 性 溶 液 の Ｔ ｇ を ほ ぼ 室 温 未 満 （ 好 適 に は Ｔ ｇ は 約 － ５ ０ ℃ 未
満 ） に す る 機 能 と 低 蒸 発 圧 力 （ 沸 点 は 約 １ ８ ０ ℃ よ り も 高 い ） を 有 す る べ き で あ る 。 生 化
学 的 に 融 和 性 の あ る 希 釈 剤 の 例 と し て 、 ポ リ エ チ レ ン ・ グ リ コ ー ル 、 グ リ セ ロ ー ル 、 プ ロ
ピ レ ン ・ グ リ コ ー ル 、 ジ プ ロ ピ レ ン ・ グ リ コ ー ル 、 そ れ ら の 混 合 物 な ど が あ る 。 好 適 な ポ
リ エ チ レ ン ・ グ リ コ ー ル は 約 ２ ０ ０ と ６ ０ ０ の 間 の 分 子 量 を 有 す る 。 生 化 学 的 に 融 和 性 の
あ る 希 釈 剤 を 使 用 す る こ と で 、 希 釈 剤 を 除 去 す る 別 の 洗 浄 /蒸 発 ス テ ッ プ を な く す こ と が
で き る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 低 沸 点 希 釈 剤 も 使 用 で き る が 、 意 図 す る 用 途 環 境 と 適 合 し な い 希 釈 剤 の 蒸 発 ス テ ッ プ を
必 要 と す る こ と が あ る 。 低 沸 点 希 釈 剤 は 極 性 で 、 一 般 に 低 い 沸 点 （ 約 １ ５ ０ ℃ 未 満 ） を 持
ち 、 そ れ に よ り 蒸 発 に よ る 除 去 が 便 利 と な る 。 適 切 な 低 沸 点 希 釈 剤 に は 、 ア ル コ ー ル 、 エ
ー テ ル 、 エ ス テ ル 、 グ リ コ ー ル 、 そ れ ら の 混 合 物 な ど で あ る 。 好 適 な 低 沸 点 希 釈 剤 に は 、
ア ル コ ー ル 、 エ ー テ ル ア ル コ ー ル 、 そ れ ら の 混 合 物 な ど が あ る 。 低 沸 点 希 釈 剤 の 具 体 的 な
例 と し て 、 ３ － メ ト キ シ － １ ブ タ ノ ー ル (3-methoxy-1-butanol)、 乳 酸 メ チ ル 、 １ － メ ト
キ シ － ２ － プ ロ パ ノ ー ル (1-methoxy-2-propanol)、 １ － エ ト キ シ － ２ － プ ロ パ ノ ー ル (1-e
thoxy-2-propanol)、 乳 酸 エ チ ル 、 イ ソ プ ロ ピ ル ・ ラ ク テ ー ト (isopropyl lactate)、 そ れ
ら の 混 合 物 な ど が あ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 重 合 開 始 剤 を 添 加 す る こ と も で き る 。 開 始 剤 は 、 処 理 条 件 で 活 性 な 任 意 の 開 始 剤 と す る
こ と が で き る 。 適 切 な 開 始 剤 に は 、 熱 的 に 活 性 化 し た 光 反 応 開 始 剤 （ Ｕ Ｖ お よ び 可 視 光 線
開 始 剤 ） な ど が あ る 。 適 切 な 熱 活 性 し た 開 始 剤 に は 、 過 酸 化 ラ ウ リ ル (lauryl peroxide)
、 過 酸 化 ベ ン ゾ イ ル 、 過 炭 酸 イ ソ プ ロ ピ ル (isopropyl percarbonate)、 ア ゾ ビ ス イ ソ ブ チ
ロ ニ ト リ ル (azobisisobutyronitrile)、 ２ ， ２ － ア ゾ ビ ス イ ソ ブ チ ロ ニ ト リ ル (2,2-azobi
s isobutyronitrile)、 ２ ， ２ － ア ゾ ビ ス ２ － メ チ ル ブ チ ロ ニ ト リ ル (2,2-azobis 2-methy
lbutyronitrile)な ど が あ る 。 適 切 な 光 反 応 開 始 剤 に は 、 芳 香 族 ア ル フ ァ ヒ ド ロ キ シ ケ ト
ン ま た は 三 級 ア ミ ン に 加 え て ジ ケ ト ン が あ る 。 光 反 応 開 始 剤 シ ス テ ム の 例 に は 、 １ － ヒ ド
ロ キ シ シ ク ロ ヘ キ シ ル フ ェ ニ ル ・ ケ ト ン (1-hydroxycyclohexylphenyl ketone)、 ２ － ヒ ド
ロ キ シ － メ チ ル － １ － フ ェ ニ ル － プ ロ パ ン － １ － ワ ン (2-hydroxy-methyl-1-phenyl-propa
n-1-one)、 ベ ン ゾ フ ェ ノ ン 、 チ オ キ サ ン テ ン － ９ － ワ ン (thioxanthen-9-one)、 カ ム フ ォ
ル キ ノ ン (camphorquinone)と エ チ ル － ４ － （ Ｎ ， Ｎ － ジ メ チ ル ア ミ ノ ） ベ ン ゾ エ ー ト (eth
yl-4-(N,N-dimethylamino)benzoate)ま た は 、 Ｎ － メ チ ル ジ エ タ ノ ー ル ア ミ ン (N-methyldi
ethanolamine)、 ヒ ド ロ キ シ シ ク ロ ヘ キ シ ル ・ フ ェ ニ ル ・ ケ ト ン (hydroxycyclohexyl phen
yl ketone)、 ビ ス （ ２ ， ４ ， ６ － ト リ メ チ ル ベ ン ゾ イ ル ） -フ ェ ニ ル ・ フ ォ ス フ ィ ン  オ キ
シ ド (bis(2,4,6-trimethylbenzoyl)-phenyl phosphine oxide)、 ビ ス （ ２ ， ６ -ジ メ ト キ
シ ベ ン ゾ イ ル ） -２ ， ４ ， ４ -ト リ メ チ ル ペ ン チ ル  フ ォ ス フ ィ ン  オ キ シ ド (bis(2,6-dimet
hoxybenzoyl)-2,4,4-trimethylpentyl phosphine oxide)、 （ ２ ， ４ ， ６ － ト リ メ チ ル ベ
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ン ゾ イ ル ） ジ フ ェ ニ ル ・ フ ォ ス フ ィ ン  オ キ シ ド ((2,4,6-trimethylbenzoyl)diphenyl pho
sphine oxide)、 お よ び そ れ ら の 組 み 合 わ せ な ど が あ る 。 光 反 応 開 始 は 好 適 な 方 法 で あ り
、 ビ ス （ ２ ， ６ -ジ メ ト キ シ ベ ン ゾ イ ル ） -２ ， ４ ， ４ -ト リ メ チ ル ペ ン チ ル  フ ォ ス フ ィ ン
 オ キ シ ド (bis(2,6-dimethoxybenzoyl)-2,4,4-trimethylpentyl phosphine oxide)、 ビ ス
（ ２ ， ４ ， ６ － ジ メ チ ル ベ ン ゾ イ ル ） -フ ェ ニ ル ・ フ ォ ス フ ィ ン  オ キ シ ド (bis(2,4,6-tri
methylbenzoyl)-phenyl phosphine oxide)、 お よ び 、 ２ － ヒ ド ロ キ シ － メ チ ル － １ － フ ェ
ニ ル － プ ロ パ ン － １ － ワ ン (2-hydroxy-methyl-1-phenyl-propan-1-one)が 好 適 な 光 反 応 開
始 剤 で あ る 。 米 国 特 許 ５ ， ８ ４ ９ ， ８ ４ １ 号 、 １ ６ 欄 に 開 示 さ れ た も の の よ う に 、 従 来 技
術 で 他 の 反 応 開 始 剤 が 周 知 で あ り 、 そ の 開 示 を 参 照 に よ っ て 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 プ レ ポ リ マ ー ま た は 粘 性 溶 液 に 組 み 込 む こ と の で き る 他 の 添 加 剤 に は 、 限 定 さ れ な い が
、 紫 外 線 吸 収 剤 (ultraviolet absorbing compounds)、 反 応 染 料 、 有 機 お よ び 無 機 の 色 素
、 染 料 、 フ ォ ト ク ロ ミ ッ ク 化 合 物 (photochromic compounds)、 剥 離 剤 、 抗 菌 剤 、 薬 剤 、 型
潤 滑 剤 、 湿 潤 剤 、 製 品 の 一 貫 し た 仕 様 を 維 持 す る の に 望 ま し い 他 の 添 加 剤 （ 例 え ば 限 定 で
は な い が 、 Ｔ Ｍ Ｐ Ｔ Ｍ Ａ ） 、 そ れ ら の 組 み 合 わ せ が あ る 。 そ れ ら の 構 成 要 素 は 、 ほ ぼ ど の
段 階 で も 添 加 で き 、 付 着 し た 、 ま た は 関 連 し た 、 ま た は 、 分 散 し た 、 共 重 合 体 と す る こ と
が で き る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 粘 性 溶 液 は 、 硬 化 中 に 、 ネ ッ ト ワ ー ク に 結 合 し な い ポ リ マ ー 材 を も た ら す 、 お よ び ／ ま
た は 、 残 留 抽 出 可 能 材 (residual extractable material)を も た ら す 遊 離 モ ノ マ ー の よ う
な 化 合 物 を 含 ま な い こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 ポ リ マ ー 溶 液 中 の 流 動 学 的 な 性 質 は 高 い 割 合 で 、 最 長 分 子 に よ り 決 定 さ れ る 。 本 発 明 の
ポ リ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ は 非 常 に 高 い 分 子 量 の 分 子 内 で 低 く (low)、 そ れ に よ り 、 そ の 溶 液 に 数 々 の
望 ま し い 性 質 を も た ら す 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 本 発 明 の 粘 性 溶 液 は 、 有 利 に 短 い 緩 和 時 間 を 有 し て い る 。 緩 和 時 間 (relaxation times)
は 約 １ ０ 秒 未 満 で 、 好 適 に は 約 ５ 秒 未 満 、 よ り 好 適 に は 約 １ 秒 未 満 で あ る 。 緩 和 時 間 が 短
い こ と は 、 そ れ ら を 有 す る プ レ ポ リ マ ー は 硬 化 前 に 流 れ に よ り 誘 起 さ れ る 応 力 を 緩 和 で き
、 硬 化 ポ リ マ ー ネ ッ ト ワ ー ク に は 固 定 さ れ た 応 力 (locked-in stresses)が な い の で 有 益 で
あ る 。 そ れ に よ り 本 発 明 の 粘 性 溶 液 は 、 型 を 閉 じ て 粘 性 溶 液 を 硬 化 す る 間 の 長 い 「 保 持 」
時 間 な し に 処 理 で き る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 レ ン ズ に 対 す る 必 要 と さ れ な い 応 力 を 制 限 す る た め 、 粘 性 溶 液 の 緩
和 時 間 よ り も ２ ～ ３ 倍 長 い 期 間 、 粘 性 溶 液 を 閉 じ た 型 に 静 止 で き る よ う に す る の が 有 益 で
あ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 本 発 明 の 粘 性 溶 液 は 室 温 で 有 利 に 短 い 緩 和 時 間 （ 約 １ ０ 秒 未 満 、
好 適 に は 約 ５ 秒 未 満 、 よ り 好 適 に は 約 １ 秒 未 満 ） を 持 つ こ と が で き 、 そ れ に よ り 。 一 般 に
約 ３ ０ 秒 未 満 、 好 適 に は 約 １ ０ 秒 未 満 、 よ り 好 適 に は 約 ５ 秒 未 満 の 保 持 時 間 を 可 能 に す る
。
【 ０ １ １ ７ 】
　 本 発 明 の 短 い 保 持 時 間 の 追 加 的 な 利 点 は 、 型 部 分 か ら 架 橋 可 能 プ レ ポ リ マ ー へ の 酸 素 拡
散 を 最 小 化 す る と い う こ と で あ る 。 酸 素 の 拡 散 は 、 物 品 の 表 面 で の 硬 化 過 程 を 害 す る こ と
が あ る 。 粘 性 溶 液 は 、 生 産 時 間 が 遅 く な る 以 外 に は 、 最 小 の イ ン パ ク ト で 、 ま た は 、 否 定
的 な イ ン パ ク ト が 全 く な し で 、 低 酸 素 含 有 の 型 で 特 定 さ れ た 時 間 よ り も 長 い 時 間 保 持 さ れ
る 可 能 性 が あ る こ と は 認 識 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 粘 性 溶 液 を 含 む 型 は 、 例 え ば 電 子 ビ ー ム 、 Ｘ 線 、 Ｕ Ｖ ま た は 可 視 光 線 な ど の イ オ ン 化 ま
た は 化 学 光 線 の 放 射 、 す な わ ち 約 ２ ８ ０ ｎ ｍ か ら 約 ６ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 波 長 を 有 す る 電 磁
放 射 ま た は 粒 子 放 射 に 曝 露 さ れ る 。 さ ら に 適 し て い る の は 、 Ｕ Ｖ ラ ン プ 、 Ｈ Ｅ ／ Ｃ ｄ 、 増
大 し た 周 波 数 を 有 す る 、 ア ル ゴ ン イ オ ン ま た は 窒 素 、 ま た は 、 金 属 蒸 気 ま た は Ｎ ｄ Ｙ Ａ Ｇ
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レ ー ザ ビ ー ム が あ る 。 放 射 源 と 開 始 剤 の 選 択 は 、 当 業 者 に は 周 知 で あ る 。 当 業 者 は さ ら に
、 粘 性 溶 液 へ の 放 射 の 貫 通 深 さ と 架 橋 率 は 、 分 子 吸 収 係 数 (molecular absorption coeffi
cient)お よ び 選 択 し た 光 反 応 開 始 剤 の 濃 度 と 直 接 相 関 し て い る こ と を 認 識 す る で あ ろ う 。
好 適 な 実 施 例 で は 、 放 射 源 は 、 Ｕ Ｖ Ａ （ 約 ３ １ ５ ｎ ｍ か ら 約 ４ ０ ０ ｎ ｍ ） 、 Ｕ Ｖ Ｂ （ 約 ２
８ ０ ｎ ｍ か ら 約 ３ １ ５ ｎ ｍ ） あ る い は 可 視 光 線 （ 約 ４ ０ ０ ｎ ｍ か ら 約 ４ ５ ０ ｎ ｍ ） か ら 、
高 強 度 で 選 択 す る 。 本 明 細 書 で 使 用 す る 「 高 強 度 (high intensity)」 と い う 用 語 は 、 約 １
０ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ 2 か ら 約 １ ０ ， ０ ０ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ 2 の 間 で あ る 。 硬 化 時 間 は 短 く 、 概 ね 、 約
３ ０ 秒 未 満 、 好 適 に は 約 １ ０ 秒 未 満 で あ る 。 硬 化 温 度 は 、 ほ ぼ 周 囲 温 度 か ら 約 ９ ０ ℃ の 高
温 と す る こ と が で き る 。 便 宜 上 お よ び 簡 易 に す る た め 、 好 適 に は 硬 化 は ほ ぼ 周 囲 温 度 で 行
な わ れ る 。 正 確 な 条 件 は 、 選 択 し た レ ン ズ 材 料 の 成 分 に 依 存 し 、 当 業 者 が 決 定 す る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 硬 化 条 件 は 、 架 橋 可 能 プ レ ポ リ マ ー か ら ポ リ マ ー ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 す る の に 十 分 な も
の で な け れ ば な ら な い 。 生 じ る ポ リ マ ー ネ ッ ト ワ ー ク は 希 釈 剤 で 膨 潤 し 、 型 の 空 洞 の 形 (f
orm)を 持 つ 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 硬 化 が 完 了 す る と 、 型 を 開 く 。 非 反 応 構 成 要 素 ま た は 副 生 成 物 を 除 去 す る 成 型 後 の 精 製
ス テ ッ プ は 、 従 来 の 成 型 方 法 に 比 べ て 簡 素 化 さ れ て い る か 、 ま た は 、 本 発 明 で は 必 要 な い
。 生 化 学 的 に 融 和 性 の あ る 希 釈 剤 を 使 用 す る な ら ば 、 こ の 段 階 で も 洗 浄 ま た は 蒸 発 ス テ ッ
プ は 必 要 が な い 。 生 化 学 的 に 融 和 性 の あ る 希 釈 剤 を 使 用 し た 際 、 成 型 後 の 抽 出 お よ び 希 釈
剤 交 換 ス テ ッ プ の 両 方 が 必 要 な い と い う の が 本 発 明 の 利 点 で あ る 。 低 沸 点 希 釈 剤 を 使 用 す
る な ら ば 、 希 釈 剤 を 蒸 発 す べ き で 、 レ ン ズ を 水 で 水 和 す べ き で あ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 生 じ る レ ン ズ は 、 ポ リ マ ー ネ ッ ト ワ ー ク を 含 み 、 水 で 膨 潤 す る と 、 ヒ ド ロ ゲ ル と な る 。
本 発 明 の ヒ ド ロ ゲ ル は 約 ２ ０ 重 量 ％ か ら 約 ７ ５ 重 量 ％ の 水 、 好 適 に は 約 ２ ０ 重 量 ％ か ら 約
６ ５ 重 量 ％ の 水 を 含 む こ と が で き る 。 本 発 明 の ヒ ド ロ ゲ ル は 、 弾 性 係 数 (modulus)お よ び
破 損 時 の 伸 長 度 を 含 む 、 優 れ た 機 械 的 性 質 を 有 し て い る 。 弾 性 係 数 は 、 少 な く と も 約 １ ３
７ ． ９ kPa(２ ０ ｐ ｓ ｉ )で 、 好 適 に は 約 １ ３ ７ ． ９ kPa(約 ２ ０ ｐ ｓ ｉ )と 約 ６ ２ ０ ． ６ kPa(
約 ９ ０ ｐ ｓ ｉ )と の 間 で 、 よ り 好 適 に は 約 １ ３ ７ ． ９ kPa(約 ２ ０ ｐ ｓ ｉ )と 約 ４ ８ ２ ． ７ kP
a(約 ７ ０ ｐ ｓ ｉ )と の 間 で あ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 破 損 時 の 伸 長 度 は 約 １ ０ ０ ％ よ り 大 き く 、 好 適 に は 約 １ ２ ０ ％ よ り 大 き い 。 ゆ る い ポ リ
マ ー 鎖 が な い の で 、 ヒ ド ロ ゲ ル は 、 １ ０ ０ ％ な ど の 高 い 相 対 的 な 変 形 後 、 ひ ず み な し に そ
の 元 の 形 に 戻 る 。 本 発 明 の ヒ ド ロ ゲ ル は さ ら に 、 可 視 の 曇 り お よ び ひ ず み は な い 。 上 記 の
性 質 の 組 み 合 わ せ に よ り 、 本 発 明 の ヒ ド ロ ゲ ル は 目 の 装 具 、 特 に ソ フ ト コ ン タ ク ト レ ン ズ
と し て の 用 途 に 優 れ て 適 し て い る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 本 発 明 を 上 記 お よ び 図 面 で 詳 細 に 説 明 し た が 、 当 業 者 に は 、 本 発 明 の 趣 旨 お よ び 範 囲 か
ら 逸 脱 せ ず に 、 形 お よ び 詳 細 に お い て 上 記 お よ び 他 の 変 更 を 行 な う こ と が で き 、 そ れ ら は
添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て の み 限 定 さ れ る こ と が 理 解 さ れ よ う 。
【 ０ １ ２ ４ 】
〔 実 施 態 様 〕
　 　 （ １ ） 眼 用 レ ン ズ の 形 成 方 法 に お い て 、
　 プ レ ポ リ マ ー を 含 む あ る 量 の 反 応 混 合 物 を 、 第 １ の 型 部 分 の 収 容 領 域 に 投 入 す る ス テ ッ
プ で あ っ て 、 前 記 第 １ の 型 部 分 は 、 レ ン ズ 形 成 面 、 お よ び 保 留 域 を 備 え る 、 ス テ ッ プ と 、
　 第 ２ の 型 部 分 を 前 記 第 １ の 型 部 分 に 連 結 し 、 前 記 第 １ の 型 部 分 と 第 ２ の 型 部 分 と 間 に 形
成 さ れ る 空 洞 内 で 前 記 プ レ ポ リ マ ー を 所 望 の 形 の 前 記 眼 用 レ ン ズ に す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 プ レ ポ リ マ ー を 硬 化 し て 前 記 眼 用 レ ン ズ を 形 作 る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 眼 用 レ ン ズ が 前 記 第 １ の 型 部 分 に 残 存 す る よ う に 前 記 第 １ の 型 部 分 を 前 記 第 ２ の 型
部 分 か ら 分 離 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の 型 部 分 の 前 記 保 留 域 に 、 あ る 量 の 充 填 溶 液 を 投 入 す る ス テ ッ プ と 、
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　 前 記 保 留 域 に わ た っ て シ ー ル を 付 与 し 、 そ れ に よ り 前 記 眼 用 レ ン ズ お よ び 前 記 充 填 溶 液
を 前 記 第 １ の 型 部 分 の 前 記 保 留 域 内 に 封 入 す る 、 ス テ ッ プ と 、
　 を 含 む 、 方 法 。
　 　 （ ２ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 プ レ ポ リ マ ー は 、 約 ２ 未 満 の 多 分 散 性 を 備 え た 約 ２ ５ ， ０ ０ ０ の ピ ー ク 分 子 量 か ら
、 約 ３ ． ８ 未 満 の 多 分 散 性 を 備 え た 約 １ ０ ０ ， ０ ０ ０ の ピ ー ク 分 子 量 ま で 、 を 有 す る ポ リ
Ｈ Ｅ Ｍ Ａ を 含 む 、 方 法 。
　 　 （ ３ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 プ レ ポ リ マ ー を 投 入 す る 前 記 ス テ ッ プ は 、 所 定 の 投 入 量 の プ ラ ス マ イ ナ ス ２ ミ リ グ
ラ ム の 精 密 許 容 度 で 投 入 す る ス テ ッ プ を 含 む 、 方 法 。
　 　 （ ４ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 所 定 の 投 入 量 は 、 約 ３ ０ ミ リ グ ラ ム で あ る 、 方 法 。
　 　 （ ５ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 型 部 分 お よ び 前 記 第 ２ の 型 部 分 の 少 な く と も 一 つ は 、 ポ リ オ レ フ ィ ン を 含 む
材 料 か ら 形 作 ら れ る 、 方 法 。
　 　 （ ６ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 眼 用 レ ン ズ お よ び 前 記 充 填 溶 液 に 、 前 記 レ ン ズ お よ び 前 記 充 填 溶 液 を 殺 菌 で き る あ
る 量 の 熱 を 与 え る ス テ ッ プ 、
　 を 追 加 的 に 含 む 、 方 法 。
　 　 （ ７ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 型 部 分 は 、 前 記 眼 用 レ ン ズ お よ び 前 記 充 填 溶 液 の 殺 菌 に 有 効 な あ る 量 の 熱 の
付 与 に 耐 え る こ と の で き る 材 料 を 含 む 、 方 法 。
　 　 （ ８ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 型 部 分 お よ び 前 記 第 ２ の 型 部 分 の 少 な く と も 一 つ は 、 前 記 プ レ ポ リ マ ー を 硬
化 さ せ る た め に 十 分 な 光 エ ネ ル ギ ー を 透 過 可 能 な 領 域 を 備 え る 、 方 法 。
　 　 （ ９ ） 実 施 態 様 ８ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 プ レ ポ リ マ ー を 硬 化 す る 前 記 十 分 な 光 は 、 約 ３ ５ ０ ～ ６ ０ ０ ナ ノ メ ー ト ル の 間 の 周
波 数 を 含 む 、 方 法 。
　 　 （ １ ０ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 ２ の 型 部 分 は 、 複 数 の 眼 用 レ ン ズ の 成 型 が 可 能 な 再 利 用 可 能 な 型 部 分 を 備 え る 、
方 法 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 　 （ １ １ ） 実 施 態 様 １ ０ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 ２ の 型 部 分 は 、 金 属 材 料 を 含 む 、 方 法 。
　 　 （ １ ２ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 眼 用 レ ン ズ は 、 シ リ コ ン ヒ ド ロ ゲ ル コ ン タ ク ト レ ン ズ を 含 む 、 方 法 。
　 　 （ １ ３ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 型 部 分 お よ び 前 記 第 ２ の 型 部 分 の 少 な く と も 一 つ は 、 前 記 形 成 さ れ た 眼 用 レ
ン ズ を 殺 菌 す る の に 十 分 な 光 エ ネ ル ギ ー を 透 過 で き る 領 域 を 備 え る 、 方 法 。
　 　 （ １ ４ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 保 留 域 に わ た る 前 記 シ ー ル は 、 金 属 薄 片 を 含 む 、 方 法 。
　 　 （ １ ５ ） 実 施 態 様 １ ４ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 眼 用 レ ン ズ が 熱 の 付 与 に よ り 付 着 し た 前 記 型 部 分 に 、 前 記 金 属 薄 片 を 付 着 さ せ る ス
テ ッ プ 、
　 を さ ら に 備 え る 、 方 法 。
　 　 （ １ ６ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 型 部 分 は 、 前 曲 面 梱 包 部 分 を 備 え 、
　 前 記 第 ２ の 型 部 分 は ベ ー ス 曲 面 型 部 分 を 備 え る 、 方 法 。
　 　 （ １ ７ ） 実 施 態 様 １ ６ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 ベ ー ス 曲 面 部 分 は 、 ダ イ ヤ モ ン ド 回 転 旋 盤 法 （ diamond turning lathing） を 含 む
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方 法 を 介 し て 形 成 さ れ る 、 方 法 。
　 　 （ １ ８ ） 実 施 態 様 １ ６ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 ベ ー ス 曲 面 部 分 は 、 ガ ラ ス お よ び 水 晶 の １ つ 以 上 を 含 む 、 方 法 。
　 　 （ １ ９ ） 実 施 態 様 １ ６ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 ベ ー ス 曲 面 部 分 は 、 迅 速 成 型 法 （ agile molding） を 含 む 方 法 を 介 し て 形 成 さ れ る
、 方 法 。
　 　 （ ２ ０ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 保 留 域 に 投 入 さ れ た 前 記 あ る 量 の 充 填 溶 液 は 、 前 記 眼 用 レ ン ズ を 完 全 に 水 和 す る の
に 有 効 で あ る 、 方 法 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 　 （ ２ １ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 眼 用 レ ン ズ 、 お よ び 前 記 眼 用 レ ン ズ が 付 着 し て い る 前 記 型 部 分 に 、 前 記 レ ン ズ を 殺
菌 す る た め あ る 量 の 熱 を 加 え 、 前 記 レ ン ズ が 付 着 し て い る 前 記 型 部 分 か ら 前 記 レ ン ズ を 分
離 す る ス テ ッ プ 、
　 を さ ら に 含 む 、 方 法 。
　 　 （ ２ ２ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 型 部 分 は 、 前 記 眼 用 レ ン ズ お よ び 充 填 溶 液 を 殺 菌 す る の に 有 効 な あ る 量 の 紫
外 線 放 射 の 付 与 に 耐 え 得 る 材 料 を 含 む 、 方 法 。
　 　 （ ２ ３ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 型 部 分 お よ び 前 記 第 ２ の 型 部 分 の 少 な く と も 一 つ は 、 前 記 眼 用 レ ン ズ を 殺 菌
す る た め に 、 十 分 な 紫 外 線 放 射 を 透 過 で き る 領 域 を 備 え る 、 方 法 。
　 　 （ ２ ４ ） 眼 用 レ ン ズ を プ レ ポ リ マ ー か ら 形 作 る 成 型 装 置 に お い て 、
　 プ レ ポ リ マ ー を 収 容 で き る 凹 レ ン ズ 面 領 域 を 備 え 、 前 記 凹 レ ン ズ 面 領 域 内 に 形 成 さ れ た
レ ン ズ に 分 与 さ れ る 光 学 的 性 質 を 備 え る 、 第 １ の 型 部 分 と 、
　 前 記 レ ン ズ 面 領 域 、 お よ び 充 填 溶 液 を 収 容 す る た め の リ ザ バ 領 域 を 備 え る 、 充 填 溶 液 保
留 域 と 、
　 前 記 レ ン ズ お よ び 前 記 充 填 溶 液 を 保 持 す る た め 、 梱 包 シ ー ル を 受 け る の に 適 し た シ ー ル
面 と 、
　 前 記 プ レ ポ リ マ ー を 硬 化 す る の に 有 効 な 光 エ ネ ル ギ ー を 透 過 す る 領 域 と 、
　 を 備 え る 、 成 型 装 置 。
　 　 （ ２ ５ ） 実 施 態 様 ２ ４ 記 載 の 成 型 装 置 に お い て 、
　 前 記 レ ン ズ 表 面 域 、 お よ び 充 填 溶 液 を 収 容 す る た め の 前 記 リ ザ バ 域 を 分 離 す る 、 第 １ の
型 部 分 上 に 設 け ら れ た 同 心 円 の ナ イ フ エ ッ ヂ と 、
　 第 ２ の 型 部 分 で あ っ て 、
　 　 前 記 レ ン ズ の 背 曲 面 部 分 を 形 成 す る 光 学 的 性 質 を 備 え た 凸 レ ン ズ 面 域 、
　 　 前 記 凸 レ ン ズ 面 に 対 す る サ ポ ー ト を 提 供 す る ボ デ ィ 部 分 、 お よ び 、
　 　 前 記 凸 レ ン ズ 面 域 と 前 記 ボ デ ィ 部 分 と を 分 離 す る 複 数 の 同 心 円 の リ ッ ジ 、
　 を 備 え た 、 前 記 第 ２ の 型 部 分 と 、
　 を 備 え た 、 成 型 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ２ ７ 】
【 図 １ 】 眼 用 レ ン ズ の 型 と レ ン ズ を 示 す 線 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 部 の 実 施 例 を 実 施 す る の に 利 用 で き る 例 示 的 ス テ ッ プ の ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 部 の 実 施 例 を 実 施 す る の に 利 用 で き る 装 置 の 線 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 過 剰 レ ン ズ 材 を 除 去 す る の に 使 用 で き る 、 型 部 分 に す る 同 心 円 リ ン グ の 一 部 の 実
施 例 を 示 す 。
【 図 ５ 】 底 部 の 曲 線 型 部 分 と 保 留 域 を 備 え た 一 部 の 実 施 例 を 示 す 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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